
市
民
健
康
読
本 

９
長
野
市
民
病
院



患者さまの権利

私ども職員は、患者さま誰もが持つ権利を尊重する
医療の実現に努めます

1. よりよい医療サービスを受ける権利

2. 常に人間としての尊厳を保つ権利

3. 医療上の情報提供と十分な説明を受ける権利

4. 自分で選び、自分で決める権利

5. プライバシーが保護される権利

長野市民病院

長野市民病院の理念

私ども職員は、患者・市民の皆さまと手を携え、
地域に開かれた病院としての医療を実践します。

１． 命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を提供します

２． 医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療を提供します

３． 個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と同意を

    基本とする医療を提供します

４． 地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配慮し、

    円滑な連携を図ります



ま
え
が
き

　

長
野
市
民
病
院
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
要
望
に
よ
り
平
成

７
年
６
月
１
日
に
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。

　

開
院
当
初
か
ら
悪
性
新
生
物

（
が
ん
）、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾

患
な
ど
の
治
療
に
重
点
を
置
い

た
先
端
高
度
医
療
の
提
供
に
努

め
て
お
り
、
近
年
は
、
地
域
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し

て
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
含

む
内
視
鏡
手
術
を
は
じ
め
、
肝

臓
が
ん
に
対
す
る
ラ
ジ
オ
波
焼

灼
療
法
、
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
遠
隔
操

作
密
封
小
線
源
）
を
含
む
放
射

線
治
療
な
ど
高
度
で
患
者
さ
ん

に
負
担
の
少
な
い
低
侵
襲
な
治

療
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
年
々
増
加
の
推
移
を
辿
る

が
ん
患
者
さ
ん
に
対
し
手
術
室

を
1
室
増
室
し
て
手
術
待
ち
日

数
の
短
縮
を
図
っ
て
お
り
、
緊

急
手
術
に
つ
い
て
も
万
全
の
対

応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
の
増
改
築
に
よ
り

稼
働
し
た
長
野
市
医
師
会
と
の

協
働
に
よ
る「
長
野
市
民
病
院
・

医
師
会　

急
病
セ
ン
タ
ー
」
や

「
救
急
セ
ン
タ
ー
」は
、
長
野
市

北
部
地
域
を
中
心
と
し
た
救
急

拠
点
病
院
と
し
て
、
24
時
間
３

６
５
日
、
軽
度
か
ら
重
度
の
救

急
患
者
さ
ん
の
受
入
を
担
う
役

割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
昨

年
９
月
に
は
県
知
事
表
彰
を
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
医
師
会

や
救
急
隊
の
皆
さ
ま
と
の
連
携

を
さ
ら
に
密
に
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
救
急
医
療
に
力
を
注
い

で
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
う
し
た
積
み
重
ね
と
と
も

に
、
長
野
市
民
病
院
は
、
今
年

６
月
１
日
を
も
っ
て
開
院
20
周

年
を
迎
え
ま
す
。
６
診
療
科
か

ら
30
診
療
科
、
１
０
０
床
か
ら

４
０
０
床
へ
と
発
展
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
の
も
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
は

づ
き
の
会
」、
長
野
市
当
局
、

長
野
市
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・

薬
剤
師
会
、
地
域
の
医
療
福
祉

機
関
等
と
い
っ
た
方
々
の
多
大

な
お
力
添
え
に
よ
る
賜
物
で
あ

る
と
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

長
野
市
議
会
に
お
い
て
当
院

の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
が
正

式
に
承
認
さ
れ
、
平
成
28
年
4

月
か
ら
の
法
人
移
行
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず

「
医
療
を
通
し
て
長
野
市
民
・
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
」
こ
と
を

使
命
と
し
、
が
ん
を
主
体
と
し

た
高
度
専
門
医
療
お
よ
び
24
時

間
３
６
５
日
の
救
急
医
療
の
提

供
、
並
び
に
地
域
の
保
健
、
医

療
、
福
祉
機
関
と
の
緊
密
な
連

携
な
ど
、
よ
り
一
層
の
体
制
充

実
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

こ
と
で
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
5
月

　

長
野
市
民
病
院　

　
　

病
院
長　

竹
前　

紀
樹
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︰
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Ａ
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」︰︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
3

　
（
循
環
器
内
科
）

　
　
　

笠
井　

俊
夫

　
　
　
　

◦
高
血
圧
症
に
つ
い
て
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
4

　
（
腎
臓
内
科
）

　
　
　

掛
川　

哲
司

　
　
　
　

◦
稀
な
腎
疾
患
に
新
薬
登
場
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
5

　
（
小
児
科
）

　
　
　

青
沼　

架
佐
賜

　
　
　
　

◦
小
児
の
不
定
愁
訴
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
6

　
（
外
科
）

　
　
　

関
野　

康

　
　
　
　

◦
鼠
径
（
そ
け
い
）
ヘ
ル
ニ
ア
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
7

　
（
呼
吸
器
外
科
・
乳
腺
外
科
）

　
　
　

有
村　

隆
明

　
　
　
　

◦
手
の
多
汗
症
・
手
掌
多
汗
症
︰
︰
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︰
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︰
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︰
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︰
13



　
（
放
射
線
治
療
科
）

　
　
　

橋
田　
　

巌

　
　
　
　

◦
匠
の
技
が
生
き
る
小
線
源
治
療
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
14

　
（
歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科
）

　
　
　

酒
井　

洋
徳

　
　
　
　

◦
お
口
の
救
急
①
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
15

　
（
救
急
科
）

　
　
　

森　

幸
太
郎

　
　
　
　

◦
外
傷
診
療
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
17

　
（
診
療
放
射
線
科
）

　
　
　

岡
部　

信
秀

　
　
　
　

◦
血
管
撮
影
検
査
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
18

　
（
臨
床
検
査
科
）

　
　
　

小
林　

宏
正

　
　
　
　

◦
健
康
食
品
の
適
正
な
使
用
の
考
え
方
︰
︰
︰
︰
︰
19

　
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

　
　
　

涌
田　

み
ち
る

　
　
　
　

◦
自
助
具
の
ご
紹
介

　
　
　
　
　
　

︱
自
立
し
た
生
活
を
送
る
手
助
け
︱
︰
︰
︰
︰
20

　
（
栄
養
科
）

　
　
　

山
田　

明
子

　
　
　
　

◦
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
予
防
と
栄
養
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
21

　
（
薬
剤
部
）

　
　
　

丸
山　

晴
生

　
　
　
　

◦
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
と
予
防
に
つ
い
て
︰
︰
22

　
（
看
護
部
）

　
　
　

加
藤　

純
子

　
　
　
　

◦
『
乳
が
ん
』
を

　
　
　
　
　
　
　

他
人
事
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
︰
︰
︰
︰
23

　
（
事
務
部
）

　
　
　

北
原　

啓
祐

　
　
　
　

◦
地
域
医
療
連
携
、
現
在
・
過
去
・
未
来
。

　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
０
４
～
２
０
２
５
年
）︰
︰
︰
︰
︰
︰
24

　
　
　

あ
と
が
き
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰
25

　
　
　
　
　
　
　

平
井　

一
也
（
長
野
市
民
病
院　

副
院
長
）



− 1 −

　
「
賢
い

患
者
に
な

ろ
う
」
と

言
う
言
葉

を
よ
く
聞

き
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
患
者
さ

ま
が
賢
い
患
者
さ
ま
か
？

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
さ
え
あ
い
医

療
人
権
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｌ

（
コ
ム
ル
）
の
辻
本
さ
ん
は
、

賢
い
患
者
に
な
る
た
め
の
五
つ

の
心
構
え
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

1
、
病
気
は
自
分
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
「
自
覚
」
を
持
つ

こ
と

2
、
自
分
は
ど
ん
な
医
療
を
受

け
た
い
か
を
し
っ
か
り
考
え

る
こ
と
（
意
識
化
）

Ⅰ 

医
者
に
か
か
る
十
箇
条

竹
前　

紀
樹

　

長
野
市
民
病
院　

病
院
長

　

専
門
は
脳
腫
瘍
、
脳
血
管
障
害
、
頭
痛
、
救
急
医
学
、
三
叉
神
経
痛
ほ
か

3
、
望
ん
で
い
る
医
療
な
ど
、

自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
に
置

き
換
え
る
こ
と
（
言
語
化
）

4
、
対
話
能
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
）

5
、
一
人
で
悩
ま
ず
誰
か
に
相

談
す
る
こ
と

　

更
に
新
・
医
者
に
か
か
る
10

箇
条
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
診

療
所
、
病
院
を
問
わ
ず
医
者
に

か
か
る
時
の
参
考
に
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

１．伝えたいことはメモして準備

２．対話の始まりは挨拶から

３．よりよい関係づくりはあなたにも責任が

４．自覚症状と病歴はあなたの伝える大切な情報

５．これからの見通しを聞きましょう

６．その後の変化も伝える努力を

７．大事なことはメモをとって確認も

８．納得できないときは何度でも質問を

９．医療にも不確実なことや限界がある

10．治療方法を決めるのはあなたです

新・医者にかかる10箇条

　
　
　
あ
な
た
が〈
い
の
ち
の
主
人
公
・
体
の
責
任
者
〉
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Ⅱ 

知
っ
て
お
き
た
い
医
療
の
知
識

　

わ
が
国

で
は
悪
性

腫
瘍
が
死

因
の
第
1

位
を
占
め

て
お
り
、
中
で
も
肺
が
ん
死
亡

は
増
加
し
続
け
、
１
９
９
３
年

以
降
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
ま

す
。
肺
が
ん
に
対
す
る
標
準
的

治
療
と
し
て
は
、①
外
科
治
療
、

②
化
学
療
法
、
③
放
射
線
治
療

の
3
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

治
療
方
針
の
決
定
に
は
が
ん
細

胞
の
種
類
（
組
織
分
類
：
小
細

胞
が
ん
か
非
小
細
胞
が
ん
か
）

と
ど
こ
ま
で
拡
が
っ
て
い
る
か

（
臨
床
病
期
）
の
2
つ
が
重
要

な
要
因
と
な
り
、
さ
ら
に
、
患

者
さ
ま
の
年
齢
、
全
身
状
態
、

合
併
症
の
有
無
な
ど
を
総
合
的

肺
が
ん
の
新
た
な
治
療

　
　

─
分
子
標
的
治
療
薬
─

に
判
断
し
、
決
定
し
ま
す
。

　

化
学
療
法
と
は
抗
が
ん
剤
を

用
い
た
治
療
の
こ
と
で
、
従
来

の
抗
が
ん
剤
（
殺
細
胞
性
抗
が

ん
剤
）
と
近
年
登
場
し
た
“
分

子
標
的
治
療
薬
”
の
2
つ
に
分

か
れ
ま
す
。
ま
た
、
化
学
療
法

を
施
行
す
る
対
象
も
大
き
く
2

つ
に
分
か
れ
、
1
つ
は
が
ん
が

進
行
し
て
外
科
治
療
が
行
え
な

い
患
者
さ
ま
、
も
う
1
つ
は
再

発
予
防
目
的
に
投
与
す
る
外
科

治
療
後
の
患
者
さ
ま
で
す
。

　

こ
こ
で
は
内
科
の
立
場
か
ら

前
者
を
対
象
と
し
た
化
学
療
法

に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
従
来
の

殺
細
胞
性
抗
が
ん
剤
は
“
が
ん

細
胞
を
障
害
し
死
滅
さ
せ
る
”

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す

が
、“
が
ん
細
胞
以
外
の
正
常

な
細
胞
も
障
害
す
る
”
と
い
う

大
き
な
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

　

良
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

血
液
を
造
る
細
胞
、
胃
腸
の
細

胞
、
髪
の
毛
を
造
る
細
胞
、
腎

臓
、
末
梢
神
経
な
ど
へ
の
影
響

で
す
。
そ
の
た
め
貧
血
や
白
血

球
減
少
、
悪
心
・
嘔
吐
、
脱
毛
、

腎
障
害
、手
指
の
し
び
れ
な
ど
、

つ
ら
い
有
害
事
象
が
出
現
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
有
害
事
象
は
、

治
療
を
受
け
た
ほ
ぼ
全
員
の
患

者
さ
ま
に
程
度
の
差
は
あ
れ
認

め
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
近
年
開
発
が
進
ん
で

い
る
分
子
標
的
治
療
薬
は
、“
が

ん
細
胞
に
特
異
的
に
働
き
、
が

ん
細
胞
の
増
殖
を
抑
制
す
る
”

と
い
う
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。有
害
事
象
と
し
て
皮
疹
、

下
痢
、
薬
剤
性
肺
障
害
な
ど
が

あ
り
、
時
に
致
命
的
と
な
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
従
来
の

殺
細
胞
性
抗
が
ん
剤
に
比
べ
一

般
的
に
は
軽
微
で
す
。
ま
た
、

治
療
効
果
に
優
れ
、
従
来
の
抗

が
ん
剤
と
比
べ
て
生
存
期
間
の

延
長
が
相
次
い
で
報
告
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
効
果
と

安
全
性
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た

薬
剤
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
さ

ら
に
、
内
服
薬
で
あ
る
と
い
う

利
点
も
あ
っ
て
、
高
齢
者
や
全

身
状
態
が
少
し
悪
化
し
た
方
に

も
投
与
が
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
分
子
標
的
治
療
薬
は
全
て

の
肺
が
ん
患
者
に
使
用
で
き
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
①
が
ん

細
胞
の
種
類
と
し
て
非
小
細
胞

肺
が
ん
（
中
で
も
腺
が
ん
）、

②
特
有
の
遺
伝
子
変
異
を
有
す

る
方
、
③
基
礎
疾
患
に
肺
線
維

症
の
な
い
方
、
な
ど
が
こ
れ
ら

分
子
標
的
治
療
薬
の
良
い
適
応

と
な
り
ま
す
。
一
方
、
小
細
胞

肺
が
ん
の
方
や
背
景
に
高
度
の

肺
線
維
症
の
あ
る
方
な
ど
に
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
遺

伝
子
変
異
の
認
め
ら
れ
な
い
方

に
お
い
て
は
、
使
用
可
能
な
薬

剤
が
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
般
的
な
治
療
効
果
は
低

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
患
者
さ
ま
一
人

ひ
と
り
の
状
況
を
考
慮
し
、
そ

の
患
者
さ
ま
に
合
っ
た
最
適
な

治
療
法
（
＝
個
別
化
治
療
）
を

選
択
す
る
時
代
に
な
っ
た
と
言

え
ま
す
。

平
井　

一
也

　

長
野
市
民
病
院　

副
院
長
・
診
療
部
長
・
呼
吸
器
内
科
部
長

　

専
門
は
呼
吸
器
、 
肺
が
ん
の
画
像
お
よ
び
内
視
鏡
診
断
と
治
療

　

呼
吸
器
感
染
症
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「
強
い

薬
を
の
ん

で
い
る
と

胃
を
や
ら

れ
る
」な

ん
て
こ
と
を
今
ま
で
に
耳
に
し

た
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
︱

実
際
に
は「
強
い
薬
」と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
非
ス

テ
ロ
イ
ド
消
炎
鎮
痛
薬（
Ｎ
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
：
エ
ヌ
セ
イ
ズ
）と
い

う
薬
が
、
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍

や
小
腸
・
大
腸
炎
と
い
っ
た
消

化
管
傷
害
を
ひ
き
起
こ
す
事
が

あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
は

抗
炎
症
作
用
と
鎮
痛
作
用
が
あ

る
た
め
、
解
熱
鎮
痛
薬
と
し
て

日
常
的
に
処
方
さ
れ
る
薬
で

す
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
を
内
服
し

て（
胃
潰
瘍
な
ど
を
発
症
し
）吐

血
・
下
血
を
生
じ
る
リ
ス
ク
は
、

内
服
し
て
い
な
い
場
合
に
比
べ

「
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
起
因
性
消
化
管
傷
害
を

　

ご
存
じ
で
す
か
？
」る

と
、
４
倍
と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ

ｓ
の
中
で
も
、
低
用
量
ア
ス
ピ

リ
ン（
Ｌ
Ｄ
Ａ
）は
抗
血
栓
作
用

を
有
す
る
た
め
、脳
血
管
障
害
、

虚
血
性
心
疾
患
な
ど
の
予
防
薬

と
し
て
処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
高
齢
人
口
の
増
加

に
伴
い
、
こ
の
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ

（
Ｌ
Ｄ
Ａ
を
含
む
）が
使
用
さ
れ

る
機
会
が
増
え
て
お
り
、
そ
れ

に
起
因
し
た
消
化
管
傷
害
も
ま

た
増
加
し
て
い
る
の
で
す
。

　

Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
起
因
性
消
化

管
傷
害
の
機
序
は
、
胃
で
は
①

粘
膜
に
対
す
る
直
接
作
用
と
、

②
粘
膜
の
防
御
能
力
を
弱
め
る

事
、
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
腸
や
大
腸
で
の
傷
害
の
機
序

は
、
ま
だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

症
状
は
、
多
く
は
腹
痛
や
出

血
で
す
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
の
鎮

痛
作
用
か
ら
、
発
症
し
て
い
て

も
痛
み
を
感
じ
て
い
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
吐
血
、
下
血

（
黒
色
便
）や
血
便（
赤
い
便
）は

胃
腸
か
ら
の
出
血
の
サ
イ
ン
で

す
。
も
し
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
を

内
服
中
に
上
記
の
症
状
が
み
ら

れ
た
ら
、
内
科
を
早
め
に
受
診

し
、
血
液
検
査
と
胃
カ
メ
ラ
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
病
気
の
部
位

に
よ
っ
て
は
、
カ
プ
セ
ル
小
腸

内
視
鏡
検
査
や
大
腸
内
視
鏡
検

査
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
起
因
性
消
化

管
傷
害
の
治
療
は
、
ま
ず
Ｎ
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
を
中
止
す
る
事
で

す
。
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
の
場

合
は
抗
潰
瘍
薬（
プ
ロ
ト
ン
ポ

ン
プ
イ
ン
ヒ
ビ
タ
ー
：
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）

を
投
与
し
ま
す
。
も
し
、
Ｎ
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
の
中
止
が
不
可
能
な

場
合
で
も
、
Ｐ
Ｐ
Ｉ
を
投
与
し

ま
す
。
小
腸
・
大
腸
の
傷
害
で

は
、
明
確
に
効
く
と
さ
れ
る
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｄ
ｓ
を
中
止
す
る
事
が
治
療
に

な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
起
因
性
の
胃

潰
瘍
は
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
の
種

類
や
量
で
発
生
率
に
差
が
あ
る

た
め
、
高
用
量
や
複
数
の
Ｎ
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
を
服
用
す
る
こ
と
は

避
け
ま
し
ょ
う
。
ア
ス
ピ
リ
ン

の
消
化
管
傷
害
は
用
量
と
は
無

関
係
な
の
で
、「
低
用
量
」で
あ

る
か
ら
と
言
っ
て
油
断
で
き
ま

せ
ん
。
予
防
と
し
て
、
潰
瘍
の

既
往
、
複
数
ま
た
は
高
用
量
の

Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
使
用
、
高
齢
者

な
ど
の
ハ
イ
リ
ス
ク
例
で
は
、

Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
内
服
が
有
効
で
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｘ–

２
選
択
的
阻

害
剤
と
い
う
薬
が
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ

ｓ
潰
瘍
予
防
に
有
効
と
さ
れ
ま

す
が
、
長
期
使
用
で
は
急
性
心

筋
梗
塞
な
ど
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、注
意
が
必
要
で
す
。

　

複
数
の
医
療
機
関
に
受
診
さ

れ
て
い
る
場
合
、
ご
自
分
で
は

知
ら
ず
に
、
数
種
類
の
Ｎ
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｄ
ｓ
を
内
服
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
是
非
ご
自
分
の

お
薬
手
帳
を
見
直
し
て
み
て
、

疑
問
が
あ
れ
ば
主
治
医
や
薬
剤

師
に
尋
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

関　

亜
矢
子

　

長
野
市
民
病
院　

消
化
器
内
科
科
長

　

専
門
は
消
化
器
、
内
視
鏡
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高
血
圧
症
に
つ
い
て

　

血
圧
と

は
心
臓
か

ら
送
ら
れ

る
血
液
に

よ
り
、
血

管
（
動
脈
）
の
壁
が
受
け
る
圧

力
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
動
脈

を
流
れ
る
血
液
は
川
の
流
れ
の

よ
う
に
一
定
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
手
首
で
脈
を
と
る
と
ド
ク

ン
、
ド
ク
ン
と
拍
動
を
感
じ
ま

す
が
、
心
臓
の
収
縮
に
よ
り
勢

い
よ
く
強
く
流
れ
る
時
（
ド
ク

ン
と
す
る
時
）
と
そ
の
間
の
弱

く
流
れ
る
時
が
交
互
に
繰
り
返

さ
れ
て
い
ま
す
。
強
く
流
れ
る

時
の
方
が
血
圧
は
高
く
収
縮
期

血
圧
（
最
高
血
圧
）
と
呼
び
、

弱
く
流
れ
る
時
の
血
圧
は
そ
れ

よ
り
低
く
拡
張
期
血
圧
（
最
低

血
圧
）
と
呼
び
ま
す
。

　

血
圧
が
上
昇
し
て
動
脈
に
圧

が
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
状
態
が

高
血
圧
症
で
す
。
収
縮
期
血
圧

１
４
０
㎜
Hg
以
上
、
拡
張
期
血

圧
90
㎜
Hg
以
上
の
ど
ち
ら
か
一

方
だ
け
で
も
満
た
せ
ば
高
血
圧

症
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
的
に
高
血
圧
症
に
は
自

覚
症
状
が
伴
い
ま
せ
ん
。
で
は

な
ぜ
高
血
圧
の
治
療
を
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。
高
血
圧
症
で
は

動
脈
壁
に
常
に
高
い
圧
力
が
か

か
る
こ
と
に
よ
り
、
血
管
壁
が

傷
つ
け
ら
れ
壁
が
厚
く
な
り
血

管
内
腔
が
狭
く
な
る
現
象
、
い

わ
ゆ
る
動
脈
硬
化
が
進
行
し
や

す
い
の
で
す
。
特
に
心
臓
・
脳
・

腎
臓
で
動
脈
硬
化
が
生
じ
る
と

重
症
な
病
気
に
至
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
心
臓
の
表
面
を
流
れ

る
冠
動
脈
に
動
脈
硬
化
が
生
じ

る
と
心
臓
に
十
分
な
血
液
が
供

給
さ
れ
ず
、
狭
心
症
・
心
筋
梗

塞
と
い
っ
た
病
気
を
発
症
し
、

時
に
は
重
篤
な
状
態
に
至
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
脳
動
脈
で
動

脈
硬
化
が
進
行
し
閉
塞
す
る
と

脳
梗
塞
を
発
症
し
、
も
ろ
く
な

っ
た
脳
動
脈
が
傷
つ
く
と
脳
出

血
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
脳
梗
塞
や
脳
出
血
は
脳
組

織
を
傷
害
し
麻
痺
な
ど
の
後
遺

症
を
残
し
、
重
症
な
場
合
に
は

寝
た
き
り
状
態
や
死
亡
に
至
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
腎
臓
に
動

脈
硬
化
が
及
ぶ
と
、
老
廃
物
や

有
害
物
を
体
外
へ
排
泄
す
る
腎

臓
の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
高
血
圧
症
で
は
こ

れ
ら
の
動
脈
硬
化
を
介
す
る
病

気
以
外
に
、
高
血
圧
自
体
が
心

臓
の
負
担
と
な
り
、
そ
れ
に
よ

り
心
不
全
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
自
覚
症
状
の
な
い
高

血
圧
症
で
す
が
、
長
年
放
置
す

る
と
知
ら
な
い
間
に
怖
い
病
気

を
招
く
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
が

サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
と
呼
ば
れ

る
所
以
で
す
。

　

血
圧
降
下
剤
を
飲
ん
で
い
た

だ
く
場
合
は
、
毎
日
決
め
ら
れ

た
時
間
に
内
服
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
薬
以
外
に
日
常
生
活

で
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
点

を
挙
げ
ま
す
。
①
減
塩
。
と
て

も
大
切
で
す
。
塩
分
を
取
り
す

ぎ
る
と
体
内
に
水
分
が
蓄
積
し

て
血
液
量
が
増
え
、
血
圧
が
高

く
な
り
ま
す
。
②
肥
満
を
防
ぎ

適
度
な
運
動
を
。
肥
満
は
血
圧

を
上
昇
さ
せ
心
臓
に
も
負
担
を

か
け
ま
す
。
1
㎏
の
減
量
で
血

圧
1
～
1
・
5
㎜
Hg
低
下
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
適
度
な

運
動
は
肥
満
防
止
に
も
な
り
ま

す
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ

ギ
ン
グ
な
ど
の
運
動
習
慣
が
血

圧
を
下
げ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
③
禁
煙
。
④
十
分
な

睡
眠
と
休
養
な
ど
で
す
。

　

最
近
で
は
家
庭
用
血
圧
計
が

普
及
し
、
自
宅
で
血
圧
を
測
る

患
者
さ
ま
が
増
え
て
い
ま
す
。

普
段
の
血
圧
を
知
る
と
て
も
良

い
方
法
で
、
主
治
医
が
薬
剤
の

調
節
を
す
る
上
で
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
す
。
た
だ
血
圧
は
そ

の
時
の
体
調
な
ど
に
よ
り
容
易

に
変
動
し
ま
す
の
で
、
血
圧
値

に
一
喜
一
憂
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

笠
井　

俊
夫

　

長
野
市
民
病
院　

内
科
部
長
・
循
環
器
内
科
科
長

　

専
門
は
循
環
器
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稀
な
腎
疾
患
に
新
薬
登
場

　

常
染
色

体
優
性
多

発
性
の
う

胞
腎（
Ａ

Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ

：A
utosom

al D
om

inant 
P

o
ly

cy
stic K

id
n

e
y 

D
isease

）と
い
う
病
気
が
あ
る

の
で
す
が
、
耳
慣
れ
な
い
方
が

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

腎
臓
に「
の
う
胞
」と
い
う
水

風
船
の
よ
う
な
袋
が
た
く
さ
ん

生
じ
、
次
第
に
腎
臓
を
膨
張
さ

せ
て
い
く
よ
う
な
病
気
で
す
。

こ
の
病
気
そ
の
も
の
が
生
命
に

影
響
す
る
こ
と
は
稀
で
す
が
、

中
に
は
腎
臓
の
働
き
が
低
下
し

て
透
析
と
呼
ば
れ
る
治
療
が
必

要
に
な
る
方
が
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
お
よ
そ
３
万
人
の

方
が
、
こ
の
病
気
を
患
っ
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｄ
Ｐ

Ｋ
Ｄ
は
遺
伝
性
の
病
気
で
す
の

で
血
縁
内
に
こ
の
病
気
の
方
が

い
る（
家
族
歴
が
あ
る
、
と
言

い
ま
す
）方
は
要
注
意
で
す
。

理
論
的
に
は
両
親
の
ど
ち
ら
か

が
Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ
で
あ
る
場
合
、

お
子
さ
ま
に
遺
伝
す
る
可
能
性

は
50
％
で
す
。
し
か
し
、
Ａ
Ｄ

Ｐ
Ｋ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
た
方
の
約

四
分
の
一
は
家
族
歴
が
確
認
で

き
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
疾
患
に
対
す
る
新
し
い

治
療
薬
が
２
０
１
４
年
３
月
に

日
本
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
の
企
業
が
26
年
を
か
け
て
開

発
し
た
薬
剤
だ
そ
う
で
、
世
界

に
先
駆
け
て
日
本
で
承
認
を
受

け
た
と
の
事
で
す
。

　

日
本
が
世
界
に
誇
る
薬
剤
、

と
言
う
事
に
な
り
、
今
後
、
恩

恵
を
受
け
る
患
者
さ
ま
が
一
人

で
も
多
く
な
る
事
を
期
待
し
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
く
つ
か

注
意
点
も
あ
り
ま
す
。

◦ 

Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ
を
発
症
さ
せ
な

い
た
め
の
薬
剤
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
完
治
で
き
る

薬
剤
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
進

行
を
遅
ら
せ
る
事
に
期
待
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

◦ 

特
別
な
手
続
き
を
し
た
登
録

医
の
み
が
処
方
で
き
ま
す
。

投
与
開
始
に
あ
た
っ
て
は
入

院
が
原
則
に
な
り
ま
す
。

◦ 

薬
の
効
能
上
、
5
～
6
リ
ッ

ト
ル
も
の
尿
が
出
る
事
が
あ

り
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
水
分

摂
取
が
不
可
欠
に
な
り
ま

す
。
日
常
生
活
に
お
い
て
は

周
囲
の
方
々
の
理
解
も
必
要

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

難
病
医
療
法
が
改
定
さ
れ
、

２
０
１
５
年
１
月
よ
り
こ
の
Ａ

Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ
も
指
定
難
病
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
事
に
よ
り
、
Ａ

Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ
患
者
さ
ま
の
条
件
に

よ
っ
て
は
医
療
費
助
成
が
受
け

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ
の
家
族
歴
が
あ

る
方
は
、
30
歳
を
目
安
に
検
査

を
受
け
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す

（
10
歳
代
、
20
歳
代
で
は
異
常

が
無
い
事
も
あ
り
ま
す
）。
検

査
の
簡
便
さ
や
侵
襲
度
か
ら
、

ま
ず
は
超
音
波
検
査
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

の
う
胞
の
発
生
時
期
や
そ
の
進

展
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
同

じ
家
系
内
で
も
進
行
速
度
は
異

な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者

さ
ま
に
見
合
っ
た
対
応
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
疾
患
に
も
言
え
る
事

で
す
が
、
Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ
の
家
族

歴
が
あ
る
方
も
、
定
期
的
な
健

診
を
し
て
頂
け
た
り
、
な
ん
で

も
相
談
で
き
る
信
頼
の
お
け

る
、
か
か
り
つ
け
医
を
身
近
に

持
つ
事
が
重
要
で
す
。

　

長
野
市
民
病
院
で
は
上
記
の

新
薬
を
用
い
た
治
療
は
対
応
可

能
で
す
。

　

必
要
時
に
は
か
か
り
つ
け
医

と
相
談
し
て
御
紹
介
頂
い
て
く

だ
さ
い
。

　
（
Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ
患
者
さ
ま
の

お
子
さ
ま
が
、
将
来
、
Ａ
Ｄ
Ｐ

Ｋ
Ｄ
を
発
症
す
る
か
ど
う
か
と

言
っ
た
遺
伝
子
診
断
は
、
特
殊

な
研
究
以
外
で
一
般
診
療
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
は
、
国
内
で

は
ま
だ
出
来
ま
せ
ん
。）

掛
川　

哲
司

　

長
野
市
民
病
院　

腎
臓
内
科
部
長

　

専
門
は
腎
臓
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小
児
の
不
定
愁
訴

　

私
が
小

児
科
医
駆

け
出
し
の

頃
、
日
常

診
療
で
は

気
管
支
喘
息
、
肺
炎
、
胃
腸
炎

等
急
性
期
の
疾
患
や
腎
炎
等
慢

性
疾
患
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
小
児
科
医
10
年
目
を
過
ぎ

た
１
９
９
０
年
代
か
ら
、頭
痛
・

腹
痛
等
の
症
状
が
続
き
検
査
し

て
も
異
常
な
く
、
結
果
的
に
学

校
を
休
み
が
ち
と
な
る
お
子
さ

ん
に
遭
遇
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
明
ら
か
な

身
体
の
原
因
が
認
め
ら
れ
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
頭
痛
、腹
痛
、

身
体
の
痛
み
、
疲
労
感
、
吐
き

気
、
食
欲
不
振
等
多
彩
な
症
状

を
訴
え
続
け
る
状
態
を
不
定
愁

訴
（
ふ
て
い
し
ゅ
う
そ
）
と
い

い
ま
す
。
症
状
が
長
引
く
と
患

者
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
に

も
な
か
な
か
見
通
し
が
立
た
ず

辛
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

医
師
に
と
っ
て
も
不
定
愁
訴
は

す
ぐ
結
論
が
出
な
い
非
常
に
手

ご
わ
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

不
定
愁
訴
は
、
①
症
状
が
複

数
の
臓
器
に
わ
た
り
慢
性
の
経

過
を
た
ど
る
　
②
診
察
所
見
と

症
状
が
合
わ
な
い
　
③
検
査
し

て
も
身
体
疾
患
が
明
ら
か
に
な

ら
な
い
　
④
症
状
は
日
常
生
活

や
人
間
関
係
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
ス
ト
レ
ス
で
悪
化
す
る
　

な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
不

定
愁
訴
と
心
の
問
題
は
密
接
に

関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
古
い
デ
ー
タ
で
す
が
、
１

９
９
８
年
に
行
わ
れ
た
子
ど
も

家
庭
総
合
研
究
事
業
の
調
査

で
、「
だ
る
い
・
疲
れ
や
す
い
」

「
頭
痛
」「
腹
痛
」
を
訴
え
る
小

児
は
、
心
の
問
題
を
抱
え
る
と

2
～
3
倍
に
増
加
す
る
と
い
う

結
果
が
で
て
お
り
ま
す
。「
腹

痛
」
は
幼
児
期
か
ら
思
春
期
ま

で
一
定
し
て
出
現
し
て
い
る
一

方
、「
頭
痛
」
や
「
だ
る
い
・

青
沼　

架
佐
賜

　

長
野
市
民
病
院　

小
児
科
部
長

　

専
門
は
発
達
、
神
経
、
循
環
器
、
心
身
症

疲
れ
や
す
い
」
は
小
学
校
高
学

年
か
ら
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

中
学
生
で
心
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
お
子
さ
ん
は
実
に
7
割
近

く
が
疲
労
感
を
訴
え
て
い
る
の

で
す
。

　

不
定
愁
訴
に
対
す
る
診
療

は
、
身
体
疾
患
を
除
外
す
る
こ

と
が
ま
ず
第
一
原
則
で
す
。
丹

念
に
診
察
し
、
必
要
で
あ
れ
ば

血
液
検
査
や
超
音
波
、
Ｃ
Ｔ
等

の
画
像
検
査
も
行
い
ま
す
。
た

だ
原
因
追
求
の
あ
ま
り
ド
ク
タ

ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
※
に
な
ら
な

い
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

乳
幼
児
期
は
食
欲
が
な
い
、

吐
く
等
の
症
状
で
、
保
護
者
自

身
が
不
安
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
診
察
や
検
査
で
問
題

な
け
れ
ば
心
配
し
す
ぎ
な
い
で

様
子
を
み
る
こ
と
で
す
。
学
童

期
は
集
団
生
活
の
始
ま
り
と
し

て
不
安
、
緊
張
、
過
剰
な
適
応

で
息
切
れ
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
時
に
は
ゆ
っ
く
り
と
休
ま

せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
た
だ

し
背
景
に
学
習
障
害
、
自
閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
等
発
達
障
害
の

場
合
が
あ
り
、
学
習
面
行
動
面

に
関
し
て
学
校
の
先
生
と
連
絡

を
取
り
合
う
こ
と
も
必
要
で

す
。
中
高
生
に
な
る
と
不
定
愁

訴
は
約
9
割
に
み
ら
れ
る
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
特
に
女
子
で

は
婦
人
科
的
な
症
状
に
も
注
目

し
ま
し
ょ
う
。
思
春
期
に
な
り

友
達
や
他
人
を
意
識
す
る
こ
と

は
同
時
に
自
分
自
身
を
意
識
す

る
こ
と
で
あ
り
、
自
身
の
身
体

の
変
化
や
症
状
に
過
敏
に
な
る

の
で
す
。
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
情
報
過

多
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
低
下
や
規
範
意
識
の
低
下
に

つ
な
が
り
、
思
春
期
の
子
を
も

つ
親
世
代
も
日
頃
か
か
え
る
ス

ト
レ
ス
が
大
き
く
、
家
族
関
係

も
含
め
て
、
不
安
、
抑
う
つ
等

精
神
的
な
問
題
も
生
じ
ざ
る
を

得
な
い
現
代
の
複
雑
な
状
況
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

を
と
り
ま
く
環
境
に
目
を
向

け
、
子
ど
も
の
立
場
で
考
え
、

必
要
で
あ
れ
ば
発
達
面
心
理
面

で
専
門
的
に
診
て
も
ら
い
な
が

ら
、
結
果
を
急
が
ず
、
信
頼
で

き
る
先
生
と
一
緒
に
身
体
の
症

状
と
つ
き
あ
っ
て
い
く
姿
勢
が

大
切
で
す
。

※医療機関を次々と、あるいは同時に複数受診すること
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鼠
径（
そ
け
い
）ヘ
ル
ニ
ア

〈
鼠
径
ヘ

ル
ニ
ア
と

は
〉

　
「
鼠
径
」

は
足
の
付

け
根
の
部
位
の
こ
と
で
、「
ヘ
ル

ニ
ア
」
と
は
体
内
の
臓
器
が
正

常
の
位
置
か

ら
逸
脱
し
た

状
態
で
す
。

鼠
径
ヘ
ル
ニ

ア
と
は
、
通

常
腹
腔
内
に

あ
る
臓
器
が

鼠
径
部
か
ら

腹
腔
外
に
脱

出
し
た
状
態

で
す
。
脱
出

す
る
臓
器
は

小
腸
が
多
い

た
め
、 「
脱

腸
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
小

児
の
疾
患
と

い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
成
人
に
も

多
い
疾
患
で
す
。
小
児
の
場
合

は
先
天
的
な
原
因
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
成
人
の
場
合
は
加
齢

に
伴
っ
て
体
を
支
え
て
い
る
組

織
が
弱
く
な
る
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
腹
の

内
側
か
ら
見
る
と
鼠
径
部
に
落

と
し
穴
が
で
き
て
お
り
、
こ
の

穴
に
小
腸
が
落
ち
込
む
の
で
す
。

〈
症
状
〉

　

足
の
付
根
に
ピ
ン
ポ
ン
球
を

半
分
に
し
た
よ
う
な
膨
ら
み
と

し
て
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、

次
第
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
押

さ
え
る
と
一
旦
は
ひ
っ
こ
み
ま

す
が
、
穴
が
あ
い
て
い
る
の
で

す
ぐ
に
出
て
き
て
し
ま
い
ま

す
。
大
き
く
な
る
と
違
和
感
や

疼
痛
が
出
現
し
て
き
ま
す
。
腸

が
戻
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

「
嵌
頓
（
か
ん
と
ん
）」
を
起
こ

す
こ
と
が
稀
に
あ
り
、
緊
急
手

術
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

関
野　

康

　

長
野
市
民
病
院　

外
科
科
長（
兼
）消
化
器
外
科
科
長

　

専
門
は
消
化
器

〈
治
療
〉

　

治
療
方
法
は
手
術
以
外
に
あ

り
ま
せ
ん
。
弱
く
な
っ
た
部
位

を「
メ
ッ
シ
ュ
」と
い
う
人
工
の

布
で
補
強
す
る
手
術
が
一
般
的

で
す
。
腰
椎
麻
酔（
下
半
身
だ

け
の
麻
酔
）で
行
う
手
術
が
主

流
で
す
が
、
最
近
で
は
全
身
麻

酔
で
行
う
腹
腔
鏡
下
手
術
が
普

及
し
て
き
ま
し
た
。
傷
が
小
さ

く
、
術
後
疼
痛
も
軽
い
た
め
当

院
で
は
腹
腔
鏡
下
手
術
を
第
一

選
択
に
し
て
お
り
ま
す
。
腹
膜

前
ア
プ
ロ
ー
チ
の
Ｔ
Ｅ
Ｐ
法
と

経
腹
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
Ｔ
Ａ
Ｐ

Ｐ
法
の
２
種
類
の
手
術
法
を
行

っ
て
お
り
、
患
者
さ
ま
の
状
態

に
合
わ
せ
て
術
式
を
選
択
し
て

い
ま
す
。
急
い
で
治
療
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
嵌
頓
す

る
前
に
時
間
を
見
つ
け
て
手
術

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

腹腔鏡下手術での腹腔内からの観察：左鼠径部
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手
の
多
汗
症
・
手
掌
多
汗
症

　

呼
吸
器

外
科
で
は

肺
が
ん
や

転
移
性
肺

腫
瘍
（
他

の
が
ん
が
肺
に
転
移
し
た
腫

瘍
）、
肺
と
肺
と
の
間
の
縦
隔
に

出
来
る
縦
隔
腫
瘍
と
い
っ
た
腫

瘍
の
手
術
が
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
腫
瘍
以
外
の
病
気
の

手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
肺
が
パ
ン
ク
し
て
発
症
す
る

気
胸
の
手
術
や
、
手
掌
多
汗
症

と
い
っ
た
手
の
多
汗
症
の
手
術

も
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

手
掌
多
汗
症
（
手
の
多
汗
症・

手
汗
）
と
は
、
ど
う
い
う
病
気

な
の
で
し
ょ
う
か
？
多
汗
症
と

は
腋
の
下
や
手
の
ひ
ら
、
足
の

裏
な
ど
異
常
に
多
量
発
汗
し
て

し
ま
う
病
気
の
こ
と
で
す
。
た

だ
汗
を
か
き
や
す
い
と
い
う
体

質
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
の

発
汗
が
手
の
ひ
ら
に
顕
著
に
見

ら
れ
る
場
合
を
手
掌
多
汗
症
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
“
運
動
し
て
い

な
い
の
に
手
を
動
か
す
と
汗
が

飛
び
散
る
”、“
教
科
書
な
ど
が

汗
で
濡
れ
て
破
れ
て
し
ま
う
”、

“
汗
で
滑
っ
て
物
を
落
と
し
や

す
い
”
と
い
っ
た
症
状
で
す
。

こ
の
異
常
発
汗
の
症
状
は
本
人

に
と
っ
て
非
常
に
辛
い
も
の
で

す
が
病
気
と
認
識
さ
れ
ず
、“
汗

っ
か
き
”
や
“
あ
が
り
症
”
と

い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
悩
み

な
が
ら
生
活
し
思
春
期
を
過
ご

す
ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

緊
張
し
た
と
き
に
手
に
汗
を

か
く
こ
と
は
良
く
あ
り
ま
す

が
、
精
神
的
刺
激
や
緊
張
が
そ

れ
ほ
ど
強
く
な
く
て
も
多
量
に

発
汗
し
て
し
ま
う
の
が
手
掌
多

汗
症
の
特
徴
で
、
寝
て
い
る
と

き
の
発
汗
量
は
少
な
い
よ
う
で

す
。

　

手
掌
多
汗
症
は
10
～
30
代
に

多
い
と
さ
れ
、
は
っ
き
り
と
し

た
原
因
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
胸
の
中
に
あ
る
交
感
神

経
（
自
律
神
経
の
ひ
と
つ
で
、

新
陳
代
謝
を
活
性
化
す
る
神

経
）
の
機
能
亢
進
状
態
が
続
く

こ
と
で
汗
の
分
泌
が
活
性
化
さ

れ
、
多
量
に
発
汗
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
法
は
薬
物
療
法
で
交
感

神
経
の
作
用
を
遮
断
し
て
発
汗

を
抑
え
る
方
法
や
、
精
神
安
定

剤
を
用
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
薬
物
療
法
は
手

掌
多
汗
症
の
根
本
的
な
治
療
に

は
な
ら
ず
、
繰
り
返
し
の
治
療

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

外
科
的
な
治
療
と
し
て
胸
部

交
感
神
経
節
切
除
術
が
あ
り
ま

す
。
手
掌
多
汗
症
に
は
胸
部
の

交
感
神
経
の
働
き
が
強
く
関
わ

っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
交
感
神

経
を
切
除
し
て
働
き
を
遮
断
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

交
感
神
経
は
胸
の
中
の
背
中
側

に
左
右
一
本
ず
つ
存
在
し
て
い

ま
す
。
手
術
は
全
身
麻
酔
で
胸

腔
鏡
と
い
う
細
い
カ
メ
ラ
を
胸

の
中
に
入
れ
、
交
感
神
経
を
切

除
し
ま
す
。
手
術
時
間
は
約
1

時
間
程
度
で
手
術
後
は
数
日
で

退
院
可
能
で
、
手
術
後
は
即
座

に
手
の
異
常
発
汗
は
減
少
し
ま

す
が
、
発
汗
量
そ
の
も
の
が
減

少
し
て
し
ま
う
た
め
に
、
冬
場

な
ど
の
乾
燥
す
る
時
期
に
は
手

が
乾
燥
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
代

償
性
発
汗
と
い
っ
て
手
の
発
汗

が
減
少
す
る
代
わ
り
に
胸
背
部

や
腹
部
、
大
腿
に
発
汗
量
が
多

く
な
る
現
象
も
見
ら
れ
ま
す
。

代
償
性
発
汗
は
個
人
差
が
多

く
、
手
術
前
に
は
ど
の
程
度
出

現
す
る
の
か
予
測
は
出
来
ま
せ

ん
の
で
、
手
術
の
適
応
は
慎
重

に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

も
し
、
異
常
な
手
の
発
汗
で

悩
ま
れ
て
い
る
方
が
お
り
ま
し

た
ら
、
そ
れ
は
手
掌
多
汗
症
の

症
状
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
お
近
く
の
医
療
機
関
に
ご

相
談
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

有
村　

隆
明

　

長
野
市
民
病
院　

呼
吸
器
外
科
科
長 

兼 

乳
腺
外
科
科
長

　

専
門
は
呼
吸
器
、
乳
腺
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下
垂
体

と
は
脳
の

ほ
ぼ
真
ん

中
、
鼻
の

奥
に
位
置

し
、
視
交

叉
（
両
側
の
視
神
経
が
交
叉
す

る
と
こ
ろ
）
の
下
に
あ
る
、
小

指
の
先
く
ら
い
の
小
さ
い
組
織

で
す
。
こ
こ
は
い
ろ
い
ろ
な
ホ

ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
ホ
ル
モ
ン

中
枢
で
す
。
下
垂
体
腫
瘍
は
、

下
垂
体
の
腺
細
胞
が
増
え
る
良

性
の
病
気
で
す
。
ホ
ル
モ
ン
を

過
剰
に
分
泌
（
ホ
ル
モ
ン
産
生

腫
瘍
）
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状

を
起
こ
し
た
り
、
視
交
叉
を
圧

迫
し
、
も
の
が
見
え
づ
ら
い
な

ど
の
症
状
で
発
見
さ
れ
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
下
垂
体
か
ら
の

ホ
ル
モ
ン
分
泌
が
少
な
く
な
り

（
下
垂
体
機
能
不
全
）、
体
が
だ

る
い
な
ど
の
症
状
で
発
見
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
ホ
ル
モ
ン
産
生
腫
瘍

の
代
表
的
な
3
つ
を
紹
介
し
ま

す
。

プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
を
つ
く
る
腫
瘍

（
プ
ロ
ラ
ク
チ
ノ
ー
マ
）：
女
性

で
は
月
経
不
順
や
無
月
経
、
妊

娠
も
し
て
い
な
い
の
に
乳
汁
が

出
ま
す
（
乳
汁
分
泌
）。
妊
娠

が
で
き
な
い
病
気
の
ひ
と
つ
と

し
て
も
有
名
で
、
不
妊
症
の
検

査
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
男
性
で
は
無
症
状
の
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
腫
瘍
が
巨

大
に
な
る
と
目
が
見
え
づ
ら
く

な
り
、
ま
れ
に
乳
汁
分
泌
と
女

性
化
乳
房
が
み
ら
れ
ま
す
。

成
長
ホ
ル
モ
ン
を
つ
く
る
腫

瘍
：
成
人
で
は
先
端
巨
大
症
と

な
り
、
鼻
や
唇
・
舌
・
手
足
が

太
く
大
き
く
な
り
、
指
輪
や
靴

が
入
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

が
特
徴
で
す
。
舌
が
大
き
く
な

る
こ
と
で
睡
眠
時
無
呼
吸
に
な

っ
た
り
、
手
の
ひ
ら
に
汗
を
か

い
た
り
、
手
が
し
び
れ
た
り
し

ま
す
。
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高

脂
血
症
、
心
疾
患
、
変
形
性
関

節
症
や
大
腸
が
ん
を
合
併
し
た

り
し
ま
す
。

副
腎
皮
質
刺
激
ホ
ル
モ
ン
（
Ａ

Ｃ
Ｔ
Ｈ
）
を
つ
く
る
腫
瘍
：
ク

ッ
シ
ン
グ
病
と
呼
ば
れ
ま
す
。

顔
が
丸
く
な
る
、
体
幹
部
だ
け

が
異
常
に
太
る
、
に
き
び
が
で

き
る
、
皮
膚
の
割
れ
目
と
色
素

沈
着
が
起
こ
り
ま
す
。高
血
圧
、

糖
尿
病
、
骨
粗
鬆
症
、
浮
腫
、

月
経
異
常
、
多
毛
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。

　

ホ
ル
モ
ン
を
過
剰
に
分
泌
し

て
い
な
い
腫
瘍
を
非
機
能
下
垂

体
腺
腫
と
呼
び
ま
す
。
視
交
叉

を
圧
迫
し
、
も
の
が
見
え
づ
ら

い
と
い
う
症
状
で
発
見
さ
れ
ま

す
。

　

下
垂
体
腫
瘍
は
ほ
と
ん
ど
の

場
合
は
良
性
で
す
。
発
見
さ
れ

て
も
、
治
療
が
必
要
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
治
療
が
必
要
と

な
る
の
は
、
⑴
ホ
ル
モ
ン
を
過

剰
分
泌
す
る
腫
瘍
の
場
合
、
⑵

非
機
能
腺
腫
で
何
ら
か
の
症
状

が
あ
る
場
合
か
、
腫
瘍
が
大
き

く
な
っ
て
き
た
場
合
で
す
。
治

療
法
は
外
科
手
術
が
主
体
と
な

り
ま
す
が
、
薬
物
治
療
が
第
一

選
択
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
治
療
方
法
に
関
し
て

は
、
脳
神
経
外
科
医
の
ほ
か
、

内
分
泌
専
門
医
の
意
見
も
聞
き

判
断
す
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
手
術
治
療
、
薬
物

治
療
前
後
に
は
下
垂
体
機
能

（
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
正
常
か

ど
う
か
）
を
評
価
し
て
お
り
、

脳
神
経
外
科
・
内
分
泌
内
科
の

密
接
な
連
携
が
必
要
な
病
気
の

一
つ
と
い
え
ま
す
。

　

下
垂
体
腫
瘍
の
手
術
は
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
鼻
腔
（
鼻
の

穴
）
か
ら
行
い
ま
す
。
近
年
、

手
術
機
器
の
進
歩
は
目
覚
し

く
、
顕
微
鏡
か
ら
神
経
内
視
鏡

主
体
の
、
よ
り
患
者
さ
ま
の
負

担
の
少
な
く
、
有
効
で
、
安
全

な
手
術
法
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
当
科
で
は
神
経
内
視
鏡
に

加
え
、
手
術
支
援
用
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
、
手
術
用
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

下
垂
体
腫
瘍
に
つ
い
て

兒
玉　

邦
彦

　

長
野
市
民
病
院　

脳
神
経
外
科
部
長 

兼 

脳
血
管
内
治
療
科
科
長

　

専
門
は
脳
腫
瘍
、
脳
血
管
障
害
、
脳
神
経
外
科

　

神
経
生
理
学
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

下垂体腫瘍に対する神経内視鏡手術
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骨
粗
鬆
症（
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う
）の
予
防

藍
葉　

宗
一
郎

　

長
野
市
民
病
院　

整
形
外
科
科
長

　
（
兼
）四
肢
外
傷
・
機
能
再
建
セ
ン
タ
ー
科
長

　

専
門
は
整
形
外
科　

日
本
の

人
口
の
10

％
に
あ
た

る
１
３
０

０
万
人
が

骨
粗
鬆
症
で
、
そ
の
予
備
軍
は

２
０
０
０
万
人
と
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
は
骨
折
を

起
こ
し
や
す
い
骨
の
状
態
で

す
。
立
っ
て
い
る
状
態
か
ら
転

倒
す
る
だ
け
で
骨
折
を
し
た

り
、
転
ん
で
い
な
い
の
に
骨
折

し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。
特
に
高
齢
者
の
下
肢
や
脊

椎
の
骨
折
で
は
、
急
に
運
動
能

力
が
低
下
し
ま
す
。
高
齢
に
な

る
ほ
ど
骨
折
後
の
運
動
能
力
の

回
復
は
難
し
く
、寝
た
き
り
や
、

介
護
が
必
要
な
状
態
と
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
旦
骨
粗
鬆

症
に
な
る
と
、
短
期
間
で
治
療

を
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い

た
め
、
予
防
が
大
切
で
す
。

　

骨
粗
鬆
症
は
、
高
齢
に
な
っ

て
か
ら
発
症
す
る
こ
と
が
多
い

病
気
で
す
が
、
そ
の
予
防
は
若

い
頃
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
思
春

期
に
骨
密
度
は
高
ま
り
、
お
よ

そ
18
～
20
歳
で
最
大
値
に
達

し
、
40
歳
代
前
半
ま
で
そ
れ
が

持
続
し
、
50
歳
前
後
よ
り
低
下

し
て
い
き
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
若
い
頃

に
な
る
べ
く
骨
密
度
を
高
め
、

そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

幼
少
期
～
10
代（
特
に
思
春

期 

10
～
14
歳
）で
は
、
カ
ル
シ

ウ
ム
の
十
分
に
含
ま
れ
た
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
き
ち
ん
と

取
り
、
運
動
を
し
っ
か
り
す
る

こ
と
で
、
骨
密
度
が
ど
ん
ど
ん

高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
は
、
腸
管
か
ら
の
吸
収
量

に
限
界
が
有
る
た
め
、
多
け
れ

ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
最
も
多
く
摂
取
す
べ

き
思
春
期
で
も
、
1
日
の
摂
取

目
標
量
は
８
０
０
～
１
０
０
０

㎎
ぐ
ら
い
で
す
。
容
姿
や
体
重

を
気
に
し
て
、
食
事
を
制
限
す

る
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
こ
と

は
、
骨
の
形
成
の
大
き
な
妨
げ

と
な
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

20
代
～
40
代
前
半
で
は
、
不

規
則
な
生
活
を
し
な
い
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
仕
事
や
育

児
な
ど
に
追
わ
れ
、
日
々
の
生

活
習
慣
が
乱
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
不
規
則
な
食
生
活
、
運
動

不
足
、
過
度
の
飲
酒
、
喫
煙
は

骨
粗
鬆
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま

す
。
生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、
生

活
習
慣
病（
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

脂
質
異
常
症
、
肥
満
な
ど
）の

発
症
に
も
影
響
し
ま
す
。
生
活

習
慣
病
の
多
く
は
、
骨
の
強
度

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

50
代
以
降
、
特
に
女
性
で
は

閉
経
後
、
急
速
に
骨
密
度
は
低

下
し
て
い
き
ま
す
。
骨
密
度
を

保
つ
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
摂
る
こ
と
、
運
動

す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
基
本
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
全
て
の
骨
粗
鬆
症
は
防
ぎ
き

れ
ま
せ
ん
。機
会
を
見
つ
け
て
、

骨
密
度
の
検
査
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
女
性（
男
性

の
3
倍
の
危
険
性
）、
閉
経
時

期
が
早
い
、骨
折
の
経
験
あ
り
、

食
事
内
容
が
偏
っ
て
い
る
、
過

度
の
飲
酒
、
喫
煙
、
運
動
の
頻

度
及
び
程
度
が
不
足
、
両
親
の

骨
折
の
既
往（
特
に
骨
粗
鬆
症

に
よ
る
骨
折
）、
残
っ
て
い
る

歯
の
数
が
20
本
未
満
、
こ
れ
ら

の
項
目
の
幾
つ
か
に
当
て
は
ま

る
方
は
、
骨
粗
鬆
症
を
よ
り
強

く
心
配
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

身
長
が
2
㎝
以
上
短
縮
、
背
中

が
丸
く
な
っ
て
き
た
と
い
っ
た

容
姿
の
変
化
は
、
骨
粗
鬆
症
に

よ
る
脊
椎
の
骨
折
を
示
唆
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本

に
１
３
０
０
万
人
い
る
骨
粗
鬆

症
患
者
さ
ま
の
内
、
１
／
６
に

も
満
た
な
い
２
０
０
万
人
程
度

し
か
骨
粗
鬆
症
の
治
療
を
受
け

て
い
な
い
そ
う
で
す
。
御
自
身

や
御
家
族
の
骨
密
度
が
心
配
に

な
っ
た
ら
、
お
近
く
の
整
形
外

科
医
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
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熱
傷

（
や
け
ど
）

は
老
若
男

女
問
わ
ず

頻
度
の
多

い
外
傷
で
す
。
熱
い
お
湯
や
天

ぷ
ら
油
な
ど
の
高
温
の
液
体
に

よ
る
物
が
最
も
多
い
原
因
で
す

が
、
ア
イ
ロ
ン
や
ホ
ッ
ト
カ
ー

ラ
ー
な
ど
の
熱
性
固
体
、
炊
飯

器
の
蒸
気
の
吹
き
出
し
口
や
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ
る
子

供
の
熱
傷
も
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
熱
傷
を
負
っ
て
し
ま
っ
た

ら
直
ち
に
冷
却
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
熱
に
よ
る
組
織
損
傷

が
深
く
な
る
こ
と
を
防
ぐ
だ
け

で
な
く
、
受
傷
部
位
の
炎
症
を

押
さ
え
痛
み
を
緩
和
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
衣
服
の
上
か
ら

受
傷
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
脱

げ
れ
ば
脱
が
せ
、
脱
ぎ
に
く
い

服
の
場
合
は
水
道
水
な
ど
の
流

水
を
衣
服
の
上
か
ら
直
接
流
し

や
け
ど
を
し
て
し
ま
っ
た
ら

星
野　

夕
紀

　

長
野
市
民
病
院　

形
成
外
科
医
師

　

専
門
は
形
成
外
科

ま
す
。
服
に
火
が
燃
え
移
る
な

ど
、
全
身
の
広
範
囲
に
わ
た
る

熱
傷
の
場
合
は
致
命
的
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
直
ち
に

病
院
へ
搬
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

熱
傷
の
治
癒
後
に
ケ
ロ
イ
ド

や
瘢
痕
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
浅
い
熱
傷
で
は
創
痕
を
残

さ
ず
に
治
癒
す
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
深
い
熱
傷
が
混
在
し

て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
そ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

ひ
と
た
び
細
菌
感
染
を
起
こ
す

と
治
癒
が
遷
延
し
、
瘢
痕
や
ケ

ロ
イ
ド
な
ど
の
原
因
と
な
り
得

ま
す
の
で
、
抗
生
剤
の
投
与
と

受
傷
部
の
洗
浄
が
大
切
で
す
。

食
品
用
ラ
ッ
プ
に
よ
る
密
封
閉

鎖
療
法
は
重
篤
な
感
染
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
決
し
て
行
わ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
深
い
熱
傷
は

手
術
（
皮
膚
移
植
）
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

顔
や
手
の
熱
傷
は
注
意
が
必

要
で
す
。
顔
面
熱
傷
の
場
合
、

熱
風
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
気
道
熱
傷
を
生
じ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
鼻
毛
が
焦
げ

て
い
た
り
、
鼻
腔
内
に
煤
が
付

着
し
て
い
る
場
合
は
要
注
意
で

す
。
気
道
が
む
く
ん
で
呼
吸
困

難
を
来
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、

人
工
呼
吸
器
管
理
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
手
背
は
皮
膚
が

比
較
的
薄
く
、
熱
傷
が
腱
や
関

節
な
ど
に
及
ん
だ
場
合
は
高
度

な
機
能
障
害
を
残
す
こ
と
が
あ

り
、
早
め
の
手
術
が
必
要
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

酸
や
ア
ル
カ
リ
な
ど
の
化
学

物
質
に
よ
る
熱
傷
も
あ
り
ま

す
。
高
温
の
物
質
に
よ
る
熱
傷

と
違
い
、
化
学
熱
傷
は
物
質
が

除
去
さ
れ
る
か
不
活
性
化
さ
れ

る
ま
で
反
応
が
進
行
す
る
た

め
、
深
い
損
傷
と
な
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
家
庭
で
も
消
毒
剤

や
漂
白
剤
な
ど
が
原
因
と
成
る

の
で
、
素
手
で
の
作
業
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
ア
ル
カ
リ
（
水
酸

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
、ア
ン
モ
ニ
ア
、

生
石
灰
な
ど
）
は
特
に
脂
肪
と

反
応
し
や
す
く
、
表
面
を
洗
い

流
し
て
も
皮
下
で
組
織
損
傷
が

進
行
し
や
す
い
の
で
危
険
で

す
。
早
期
に
損
傷
部
位
の
デ
ブ

リ
ー
ド
マ
ン
（
損
傷
し
た
組
織

を
外
科
的
に
除
去
す
る
こ
と
）

が
必
要
で
す
。
特
に
農
薬
や
果

樹
の
消
毒
剤
な
ど
は
こ
の
よ
う

な
組
織
障
害
性
を
持
つ
物
が
多

い
の
で
、
農
業
に
従
事
す
る
方

は
作
業
に
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。
薬
品
が
肌
に
直
接
触
れ

て
し
ま
っ
た
際
は
す
ぐ
に
大
量

の
流
水
で
洗
い
流
し
（
1
～
2

時
間
洗
え
と
書
か
れ
て
い
る
本

も
あ
り
ま
す
。）
お
近
く
の
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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前
立
腺

は
、
精
子

（
精
巣
で

つ
く
ら
れ

る
）の
栄

養
に
必
要

な
精
液
を
産
生
す
る
の
が
、
主

た
る
働
き
で
あ
る
が
、
前
立
腺

の
中
に
は
尿
道
が
通
っ
て
い
る

し
、
前
立
腺
の
表
面
を
、
勃
起

を
司
る
神
経
が
被
う
よ
う
に
張

り
付
い
て
陰
茎
に
向
か
っ
て
い

る
。
精
液
を
射
出
す
る
と
き
に

は
、
リ
ズ
ミ
ッ
ク
に
前
立
腺
が

収
縮
し
て
、“
究
極
の
射
精
装

置
”と
い
う
泌
尿
器
科
医
も
い

る
。
前
立
腺
は
精
液
産
生
、
排

尿
、
勃
起
・
射
精
機
能
に
関
わ

っ
て
お
り
、
尿
路
と
精
路
の
交

通
の
要（
か
な
め
）で
も
あ
る
。

下（
し
も
）の
方
に
あ
る
た
め

か
、
元
気
な
た
め
か
、
若
い
と

き
に
は
、
そ
の
重
要
性
を
意
識

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
が
、

脳
が
頭
蓋
骨
で
守
ら
れ
、
心
臓

が
胸
郭（
胸
骨
や
肋
骨
）で
被
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
前
立
腺
も

骨
盤
の
骨（
特
に
恥
骨
）で
ガ
ー

ド
さ
れ
て
い
る
の
は
、
神
様
が

そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
中

高
年
に
な
っ
て
、
が
ん
が
見
つ

か
り
、
前
立
腺
を
手
術
で
取
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
云
わ
れ

て
、
初
め
て
前
立
腺
の
重
要
性

に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
そ
う
な

る
と
前
立
腺
は
と
た
ん
に
愛
し

い
存
在
と
な
る
。
悩
ま
し
い
事

態
に
陥
る
患
者
さ
ま
も
多
い
。

一
方
、
女
性
は（
こ
の
場
合
は

主
と
し
て
一
緒
に
話
を
聞
き
に

来
た
奥
さ
ん
で
あ
る
が
）、
さ

っ
ぱ
り
と
し
て
い
る
と
い
う

か
、
決
断
力
が
あ
る
と
い
う
の

か
、「
そ
ん
な
も
の
は
、
も
う
い

ら
な
い
で
し
ょ
。
早
く
取
っ
て

も
ら
い
な
さ
い
」と
男
性
の
悩

み
を
一
刀
両
断
す
る
こ
と
が
多

い
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

頃
、
当
院
に
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と

い
う
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入
さ

れ
て
、
じ
き
２
年
が
経
と
う
と

し
て
い
る
。
そ
の
間
、
な
ん
と

１
７
０
を
超
え
る
そ
の
愛
し
い

前
立
腺
を
摘
出
し
て
き
た
。
幸

い
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
こ

こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
献
身
的
な
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
と
覚
悟
を
決
め
た
立
派
な
患

者
さ
ま
の
お
か
げ
で
あ
る
と
信

じ
て
い
る
。

　

さ
て
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で

「
い
つ
や
る
か
？
今
で
し
ょ
！
」

で
有
名
に
な
っ
た
林
修（
は
や

し
お
さ
む
）氏
が
、
沖
縄
美（
ち

ゅ
）ら
海（
う
み
）水
族
館
館
長

の
内
田
詮
三
氏
の
著
書
、「
沖
縄

美
ら
海
水
族
館
が
日
本
一
に
な

っ
た
理
由
」を
取
り
上
げ
、
著

者
が
、
そ
の
本
の
中
で
、「
水
族

館
も
動
物
園
も“
悪
行
”」と
言

い
切
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
り

っ
ぱ
だ
と
感
心
さ
れ
て
い
た
。

要
約
す
る
と
、
も
と
も
と
水
族

館
も
動
物
園
も
、
人
間
が
こ
の

地
球
上
の
様
々
な
野
生
動
物
を

見
て
み
た
い
と
い
う
エ
ゴ
や
欲

望
の
た
め
に
誕
生
し
た
の
で
あ

っ
て
、
い
く
ら
き
れ
い
ご
と
を

並
べ
て
も
、
所
詮
、
動
物
や
生

き
物
へ
の
悪
行
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
悪

行
か
ら
得
た
知
識
や
研
究
結
果

を
、
環
境
保
全
や
自
然
保
護
に

生
か
し
、
少
し
で
も
悪
行
を
軽

減
す
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
。
林
氏
は「
自
分
の

仕
事
は
良
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
れ
ば
、
驕
っ
た
り
、
手
を
抜

い
た
り
と
か
が
出
て
く
る
。
悪

行
を
や
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
人
は
、
だ
か
ら
こ
そ
謙
虚
に

な
り
、
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯

や
ろ
う
と
考
え
る
。
塾
講
師
も

同
じ
で
学
校
教
育
が
完
璧
な
ら

塾
講
師
な
ん
て
い
ら
な
い
。
だ

か
ら
、
こ
の
考
え
に
は
共
鳴
で

き
る
」と
。
確
か
に
、
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
世
の
中
を
見
渡

し
て
み
る
と
、
多
く
の
利
益
を

追
求
す
る
仕
事
は
悪
行
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

今
後
も
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
で
前

立
腺
を
取
る
手
術
は
ま
だ
ま
だ

増
え
て
行
く
勢
い
で
、
こ
れ
か

ら
は
、
年
間
１
０
０
件
を
優
に

超
え
る
で
あ
ろ
う
。
い
く
ら
が

ん
を
治
す
た
め
と
い
っ
て
も
、

男
性
に
と
っ
て
、
前
立
腺
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
ち

ょ
っ
と
寂
し
い
こ
と
は
良
く
理

解
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
の
仕
事

も
、
や
は
り
悪
行
で
あ
る
。

　

経
験
を
積
む
に
つ
れ
、
手
術

は
直
感
の
連
続
に
な
っ
て
く
る

と
い
う
も
の
ら
し
い
。
天
皇
陛

下
の
心
臓
の
手
術
を
執
刀
さ
れ

た
心
臓
外
科
医
の
天
野
篤
氏

は
、
手
術
に
つ
い
て
、「
あ
る
程

度
は
反
射
と
い
う
か
、
手
術
で

は
な
く
作
業
で
す
ね
。
目
か
ら

入
っ
た
情
報
が
、
頭
で
考
え
な

く
て
も
ス
ッ
と
手
に
流
れ
る
。

頭
に
行
く
情
報
は
１
～
２
割
で

す
。
考
え
る
と
、
そ
の
分
時
間

を
食
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。

　

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
術
も
同

様
に
、
経
験
を
積
め
ば
積
む
ほ

ど
、
自
分
の
手
足
と
一
体
化
し

て
、
自
由
自
在
に
操
れ
る
よ
う

に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
が
ん
を

よ
り
完
全
に
取
り
き
る
技
術
や

尿
失
禁
か
ら
よ
り
早
く
回
復

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
勃
起
機

能
も
温
存
す
る
技
術
を
高
め
る

こ
と
が
、
せ
め
て
も
の
わ
れ
わ

れ
の
悪
行
に
対
す
る
償
い
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

愛（
い
と
）し
の
前
立
腺

加
藤　

晴
朗

　

長
野
市
民
病
院　

泌
尿
器
科
部
長

　

専
門
は
悪
性
腫
瘍
手
術
、
尿
道
・
尿
路
再
建
術
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「
不
妊
症
」を
予
防
す
る
に
は

　

最
近
は

「
不
妊
症
」

と
い
う
言

葉
も
目
新

し
い
も
の

で
は
な
く
な
り
、「
不
妊
治
療
」

も「
妊
活
」と
い
う
風
に
受
け
入

れ
や
す
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
外
受
精
が
イ
ギ
リ
ス
で
は

じ
ま
っ
て
か
ら
約
40
年
、
日
本

で
は
実
に
30
人
に
一
人
の
赤
ち

ゃ
ん
が
体
外
受
精
と
い
う
技
術

の
末
、
命
を
授
か
っ
て
い
ま

す
。
不
妊
症
の
患
者
さ
ま
は
右

肩
上
が
り
で
増
え
て
お
り
、
10

組
の
カ
ッ
プ
ル
の
う
ち
3
組
が

不
妊
症
で
す
。

　

不
妊
症
が
増
加
し
て
い
る
原

因
の
一
つ
は
晩
婚
化
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
若
者
が
結

婚
の
意
義
を
見
出
し
に
く
く
な

っ
て
お
り
、
ま
た
待
機
児
童
問

題
な
ど
女
性
の
社
会
進
出
に
社

会
が
追
い
付
い
て
い
な
い
側
面

が
あ
り
、
子
育
て
が
し
に
く
い

と
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

メ
デ
ィ
ア
は
不
妊
の
リ
ス
ク
や

高
齢
で
の
妊
娠
出
産
の
リ
ス
ク

を
正
確
に
は
報
道
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

当
科
で
は
不
妊
症
外
来
の
初

診
患
者
さ
ま
は
35
歳
以
降
の
方

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
調
べ
て

み
る
と
非
常
に
高
度
な
子
宮
内

膜
症
を
患
っ
て
い
た
り
、
閉
経

に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
り
、
精

子
が
極
め
て
少
な
い
と
い
っ
た

こ
と
が
ま
ま
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
方
は
自
然
で
の
妊
娠
は

困
難
で
体
外
受
精
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
体
外
受
精
は
万
能
で

は
な
く
、
39
歳
で
元
気
な
赤
ち

ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
く
る
確
率
は

約
1
割
で
す
。
40
歳
以
降
に
な

る
と
数
％
の
確
率
で
す
。
そ
の

現
実
を
知
る
と
と
て
も
驚
か
れ

る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
体
外

西
澤　

千
津
恵

　

長
野
市
民
病
院　

婦
人
科
科
長

　

専
門
は
不
妊
症
、
悪
性
腫
瘍

受
精
は
自
費
診
療
な
の
で
非
常

に
高
額
で
す
が
、
何
回
も
挑
戦

す
る
方
も
多
い
で
す
。「
子
供
が

ほ
し
い
」
と
い
う
欲
求
は
本
能

的
な
も
の
で
、
あ
き
ら
め
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
で
あ

る
と
い
つ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
不
妊
症
治
療
ス
タ
ッ

フ
は
そ
う
い
っ
た
方
々
を
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
し
、
治
療
を
し
て

い
る
方
の
約
70
％
は
妊
娠
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
良
い
結
果
に
結
び
つ
か
な
い

方
も
多
く
、
そ
こ
で
思
う
こ
と

は
「
も
っ
と
早
く
不
妊
治
療
を

始
め
て
い
た
ら
・
・
・
」「
早
く
検

診
に
行
っ
て
い
た
ら
内
膜
症
が

こ
ん
な
に
ひ
ど
く
な
る
こ
と
も

な
か
っ
た
の
に
・
・
・
」
な
ど
で

す
。
患
者
さ
ま
も
つ
ら
い
と
思

い
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
も
悔
し

い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

不
妊
は
あ
る
程
度
予
防
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
に

は
明
ら
か
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ

ム
が
あ
り
、
そ
れ
は
35
歳
以
下

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
を

し
て
い
て
も
計
画
性
を
も
っ

て
、
で
き
る
だ
け
そ
の
間
に
出

産
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
食

生
活
も
大
事
で
極
端
な
肥
満
や

や
せ
は
排
卵
を
阻
害
し
ま
す
。

タ
バ
コ
は
閉
経
を
早
め
ま
す
。

検
診
に
は
若
い
う
ち
か
ら
行
く

こ
と
で
す
。
初
期
の
内
膜
症
は

ピ
ル
を
内
服
す
る
こ
と
で
悪
化

を
防
げ
ま
す
。
月
経
不
順
は
う

ま
く
排
卵
し
て
い
な
い
サ
イ
ン

で
あ
り
、
放
っ
て
お
く
と
子
宮

体
癌
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
も
初
期

で
見
つ
け
れ
ば
簡
単
に
切
除
で

き
、
そ
の
後
の
妊
娠
も
可
能
で

す
。
施
設
に
よ
っ
て
は
卵
巣
の

予
備
能
を
調
べ
る
こ
と
も
で

き
、
早
発
閉
経
に
な
る
可
能
性

な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

若
い
方
が
後
々
後
悔
し
な
い

よ
う
に
、
家
庭
、
学
校
、
職
場

な
ど
社
会
全
体
に
啓
発
が
必
要

で
、
女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
男
性
も
関
心
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

若
者
が
結
婚
で
き
る
よ
う

に
、
た
く
さ
ん
の
子
供
を
持
つ

こ
と
が
幸
せ
で
あ
る
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
行
政
や
企
業
な
ど

社
会
全
体
の
意
識
が
変
わ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

子
供
が
生
ま
れ
る
社
会
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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放
射
線

治
療
に
は
、

身
体
の
外

か
ら
放
射

線
を
照
射

す
る
外
照
射
と
、
密
封
さ
れ
た

小
さ
な
放
射
線
同
位
元
素
（
小

線
源
）
を
、
身
体
の
内
部
の
腫

瘍
に
直
接
刺
入
、
な
い
し
は
近

接
さ
せ
て
照
射
す
る
小
線
源
治

療
が
あ
り
ま
す
。
エ
ッ
ク
ス
線

を
発
生
さ
せ
る
ラ
イ
ナ
ッ
ク
と

い
う
治
療
装
置
や
、
陽
子
線
・

重
粒
子
線
に
よ
る
治
療
は
す
べ

て
外
照
射
で
す
。
放
射
線
治
療

の
歴
史
は
、
コ
バ
ル
ト
を
用
い

た
外
照
射
で
は
な
く
、
百
年
以

上
も
前
の
ラ
ジ
ウ
ム
に
よ
る
小

線
源
治
療
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
最
大
の
利
点
は
、
病
巣
に

は
非
常
に
高
い
線
量
が
投
与
さ

れ
、
周
囲
の
正
常
組
織
へ
の
線

量
は
、
急
激
に
低
下
す
る
こ
と

匠
の
技
が
生
き
る
小
線
源
治
療

ム
と
い
う
線
源
を
、
遠
隔
操
作

で
ア
プ
リ
ケ
ー
タ
ま
で
運
び
照

射
し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
に

よ
り
、
医
療
従
事
者
の
被
曝
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
通
常
は
、

ラ
イ
ナ
ッ
ク
に
よ
る
外
照
射

と
、
ラ
ル
ス
に
よ
る
小
線
源
治

療
を
併
用
し
て
行
い
ま
す
。
早

期
症
例
で
は
、
手
術
と
同
等
の

成
績
が
得
ら
れ
、
進
行
症
例
で

は
、
さ
ら
に
抗
が
ん
剤
を
併
用

し
た
治
療
が
、
標
準
治
療
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
で
、
子
宮
頸
が
ん

の
ラ
ル
ス
治
療
が
進
歩
し
ま
し

た
。
ア
プ
リ
ケ
ー
タ
を
挿
入
し

た
後
に
Ｃ
Ｔ
撮
影
を
行
い
、
そ

の
画
像
か
ら
線
量
分
布
を
計
画

す
る
、
画
像
誘
導
小
線
源
治
療

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
県
内
で
は
、
４
ヵ
所
で
ラ

ル
ス
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
画
像
誘
導
を
用
い
て
計
画

し
て
い
る
施
設
は
、
当
院
を
含

め
２
施
設
だ
け
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
線

量
勾
配
が
急
峻
な
た
め
、
ア
プ

リ
ケ
ー
タ
の
挿
入
や
線
源
の
刺

入
な
ど
に
熟
練
し
た
技
術
が
な

い
と
、
治
る
も
の
も
治
ら
な
い

ど
こ
ろ
か
、
障
害
が
発
生
し
て

し
ま
う
点
で
す
。
外
照
射
に
よ

る
治
療
で
は
、
腫
瘍
内
の
線
量

分
布
は
ほ
ぼ
均
一
で
す
。
一
方

小
線
源
治
療
は
、
線
源
の
周
囲

は
極
め
て
高
線
量
で
す
が
、
線

源
か
ら
離
れ
る
に
し
た
が
い
、

急
激
に
線
量
は
低
下
し
ま
す
。

例
え
ば
前
立
腺
が
ん
の
治
療
で

は
、
前
立
腺
に
は
十
分
な
線
量

を
与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
前
立
腺
内
を
通
過
す
る
尿

道
や
、
前
立
腺
の
背
側
に
近
接

し
て
い
る
直
腸
へ
の
線
量
は
、

高
く
な
ら
な
い
よ
う
注
意
が
必

要
で
す
。
平
均
70
本
の
小
線
源

を
、
前
立
腺
内
に
留
置
す
る
た

め
に
、
十
数
本
の
細
い
チ
ュ
ー

ブ
を
会
陰
部
よ
り
刺
入
し
ま

す
。
こ
の
チ
ュ
ー
ブ
が
、
ど
の

よ
う
に
刺
入
さ
れ
た
か
で
、
良

好
な
線
量
分
布
が
得
ら
れ
る
か

ど
う
か
、
ひ
い
て
は
治
癒
す
る

か
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
有
害

事
象
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま

す
。
経
験
と
匠
の
技
が
必
要
な

治
療
な
の
で
す
。

に
よ
る
優
れ
た
線
量
分
布
が
得

ら
れ
る
点
で
す
。

　

小
線
源
治
療
は
、
長
い
歴
史

と
と
も
に
成
熟
し
て
き
た
治
療

法
で
あ
り
、
良
好
な
治
療
成
績

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
も
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
医
療
従
事

者
の
被
曝
の
問
題
で
す
。
多
数

例
の
小
線
源
治
療
に
携
わ
っ
た

医
師
の
指
か
ら
、
皮
膚
が
ん
が

発
生
し
た
報
告
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

考
え
ら
れ
た
方
法
が
、
遠
隔
操

作
に
よ
る
後
充
填
法
で
す
。
子

宮
頸
が
ん
の
治
療
に
最
も
用
い

ら
れ
て
い
る
、
リ
モ
ー
ト
ア
フ

タ
ー
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

（
英
語
の
頭
文
字
を
と
っ
て
ラ

ル
ス
）
で
す
。
前
も
っ
て
ア
プ

リ
ケ
ー
タ
と
い
う
器
具
を
、
子

宮
頸
部
に
近
接
さ
せ
て
お
き
、

チ
ュ
ー
ブ
を
介
し
て
イ
リ
ジ
ウ

橋
田　

巌

　

長
野
市
民
病
院　

放
射
線
治
療
科
部
長

　

専
門
は
放
射
線
治
療
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1
　
は
じ

め
に

　

救
急
と

聞
く
と
、

生
命
の
危

機
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
く
、
口
腔
に
は
あ

ま
り
関
係
し
て
い
な
い
と
思
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
救
急
時
の
病
態
が
時
間
と

と
も
に
急
激
に
変
化
し
、
そ
の

間
の
適
切
な
処
置
に
よ
り
転
帰

（
病
気
の
治
療
結
果
）に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
す
の
は
口
腔
領

域
の
救
急
で
も
、
口
腔
領
域
以

外
の
救
急
で
も
同
様
で
す
。

2
　
口
腔
の
救
急（
生
命
の
危

機
に
直
結
）

　

口
腔
領
域
の
救
急
は
大
き
く

2
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
生
命
の
危
機
に
直
結
す
る
よ

う
な
救
急
で
す
。
こ
れ
は
気
道

閉
塞
を
も
た
ら
す
よ
う
な
状
態

で
す
。
気
道
閉
塞
が
重
篤
に
な

る
と
窒
息
死
し
て
し
ま
い
ま

す
。
馴
染
み
の
あ
る
言
葉
だ
と

「
お
餅
を
の
ど
に
つ
っ
か
え
て

窒
息
し
た
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ

で
す
が
、
こ
の「
お
餅
」が「
お

餅
以
外
」に
置
き
換
わ
り
気
道

閉
塞
を
も
た
ら
す
よ
う
な
病
態

が
あ
り
ま
す
。

①
下
顎
骨
骨
折
な
ど
の
外
傷

②
口
底（
舌
の
下
面
）部
蜂
窩
織

炎
な
ど
の
広
汎
な
感
染
症

③
舌
が
ん
な
ど
の
腫
瘍
性
病
変

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
の
場
合
は
骨
折
部
か
ら
の
出

血
や
外
力
の
加
わ
っ
た
部
位
の

組
織
が
腫
れ
、
窒
息
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

　

骨
折
す
る
部
位
に
よ
り
ま
す

が
、
下
顎
骨
骨
折
の
場
合
、
関

節
部
の
骨
折（
上
方
）の
場
合
は

窒
息
の
可
能
性
は
非
常
に
低
い

で
す
が
、
骨
体
部（
下
方
）の
骨

折
で
は
窒
息
の
可
能
性
が
で
て

き
ま
す
。
親
知
ら
ず
の
あ
る
場

所
は
骨
折
の
好
発
部
位
で
あ

り
、
出
血
や
、
組
織
が
舌
側
に

腫
れ
る
と
窒
息
の
可
能
性
が
出

て
く
る
部
位
で
す
。
親
知
ら
ず

が
残
っ
て
い
る
と
相
対
的
に
他

部
位
よ
り
骨
量
が
少
な
く
、
外

力
に
弱
く
骨
折
の
一
因
と
も
な

お
口
の
救
急
①

酒
井　

洋
徳

　

長
野
市
民
病
院　

歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科
部
長

　

専
門
は
口
腔
が
ん
、
デ
ン
タ
ル
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、
歯
科
口
腔
外
科
一
般

り
得
る
の
で
、
機
能
し
て
い
な

い（
咬
ん
で
い
な
い
）親
知
ら
ず

は
早
め
に
抜
歯
す
る
事
が
お
勧

め
で
す
。

　

治
療
は
折
れ
て
偏
位
し
た
顎

骨
の
整
復
固
定
を
行
い
、
骨
折

部
か
ら
の
出
血
を
減
少
さ
せ
る

事
で
す
。
骨
片
が
整
復
さ
れ
る

と
、
徐
々
に
周
囲
組
織
の
腫
れ

も
改
善
し
て
き
ま
す
。

②
の
場
合
は
膿（
う
み
）や
そ
れ

に
伴
う
周
囲
組
織
の
腫
れ
が
窒

息
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

治
療
は
抗
菌
剤
の
投
与
に
よ

り
貯
留
し
て
い
る
膿（
う
み
）を

減
少
さ
せ
る
事
で
す
が
、
効
果

が
な
い
場
合
は
組
織
を
切
開
し

排
出
さ
せ
る
事
が
大
事
で
す
。

局
所
麻
酔
下
に
口
腔
内
か
ら
切

開
し
排
膿
さ
せ
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
口
腔
外
に
大
き
な
切

開
を
加
え
排
膿
さ
せ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
症
例
も
決
し
て
少
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
排
膿
さ
せ

た
後
は
、
原
因
と
な
っ
て
い
る

細
菌
を
特
定
し
、
そ
の
細
菌
に

対
し
て
効
果
の
見
込
め
る
抗
菌

剤
の
投
与
を
継
続
し
ま
す
。
ま
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た
物
理
的
に
細
菌
数
を
減
少
さ

せ
る
た
め
に
、
局
所
の
洗
浄
を

繰
り
返
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
り
、
膿
の
量
も

減
少
し
、
周
囲
組
織
の
腫
脹
も

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

③
の
場
合
は
腫
瘍（
で
き
も
の
）

自
体
の
腫
大
に
よ
り
気
道
狭
窄

を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

治
療
は
腫
瘍
に
対
す
る
治
療

（
手
術
・
薬
物
治
療
・
放
射
線
治

療
な
ど
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

悪
性
腫
瘍（
が
ん
）の
場
合
は

治
療
に
伴
い
、
組
織
が
欠
損
し

た
り
、
神
経
の
麻
痺
が
伴
う
事

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時

は
嚥
下（
飲
み
込
み
）に
機
能
障

害
が
出
現
す
る
場
合
が
あ
り
、

の
ど
に
空
気
の
通
り
道（
気
管

孔
）を
作
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一
時
的
な
場
合
も
あ
り
ま
す

し
、
永
続
的
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

①
②
③
の
い
ず
れ
の
場
合
も

早
期
に
適
切
な
気
道
確
保
と
原

因
除
去
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

3
　
最
後
に　

　

以
上
が
生
命
の
危
機
に
直
結

す
る
お
口
の
救
急
で
す
。
冒
頭

に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
病
態
が

時
間
と
と
も
に
急
激
に
変
化

し
、
そ
の
間
の
適
切
な
処
置
に

よ
り
転
帰（
病
気
の
治
療
結
果
）

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
の

が
救
急
で
す
。
自
己
判
断
や
我

慢
せ
ず
、
お
困
り
の
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
速
や
か
に
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
お
口
の
救
急（
直
ち

に
は
生
命
の
危
機
に
直
結
し
な

い
が
救
急
処
置
が
必
要
）を
お

送
り
し
ま
す
。

＜薬物治療後＞ ＜治療前＞
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救
急
セ

ン
タ
ー
に

は
連
日
ケ

ガ
の
患
者

さ
ま
が
救

急
搬
送
さ
れ
て
き
ま
す
。
交
通

事
故
や
転
落
、
冬
に
は
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
外
傷
な
ど
が
多
く
、
重

傷
の
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
重
い
ケ
ガ
の
診
察
は
、
ま

ず
命
に
関
わ
る
最
も
大
事
な
ポ

イ
ン
ト
“
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
”
を
順

番
に
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
す
。
こ
れ
を
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
・
サ
ー
ベ
イ
（
直
訳
す
る
と

第
一
に
調
べ
る
こ
と
）
と
呼

び
ま
す
。
Ａ
はAirw

ay

（
気

道
）
鼻
口
か
ら
肺
ま
で
の
空
気

の
通
り
道
で
す
。
顔
の
ケ
ガ
、

や
け
ど
、
意
識
不
明
、
首
の
ケ

ガ
な
ど
で
息
が
出
来
な
い
と
、

放
っ
て
お
け
ば
ま
も
な
く
窒
息

死
し
ま
す
。
緊
急
の
場
合
、
気

外
傷
診
療
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

管
挿
管
（
の
ど
に
管
を
入
れ

る
）
や
、
気
管
切
開
（
の
ど
を

切
る
）
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
Ｂ
はBreating

（
呼

吸
）
酸
素
投
与
し
な
が
ら
、
呼

吸
の
観
察
、
聴
診
、
酸
素
モ
ニ

タ
な
ど
で
状
態
を
把
握
し
ま

す
。
肋
骨
骨
折
で
肺
が
破
れ
た

り
（
気
胸
）、血
が
出
た
り
（
血

胸
）
す
る
こ
と
が
あ
り
、
大
量

の
場
合
、
す
ぐ
に
肋
骨
と
肋
骨

の
間
に
針
を
刺
し
、
空
気
や

血
液
を
抜
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
Ｃ
はCirculation
（
循

環
）
血
圧
、
脈
の
速
さ
、
手
の

冷
た
さ
、
ケ
ガ
か
ら
の
大
量
出

血
な
ど
が
な
い
か
を
確
認
し
ま

す
。
出
血
は
ま
ず
ガ
ー
ゼ
や
包

帯
で
圧
迫
し
ま
す
。
目
に
見
え

な
い
大
量
出
血
を
見
つ
け
る

た
め
に
、
腹
部
の
超
音
波
検

査
、
胸
と
骨
盤
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
を
確
認
し
ま
す
。
同
時
に

両
手
か
ら
点
滴
ラ
イ
ン
を
と

り
、
急
速
に
点
滴
や
輸
血
を

し
ま
す
。
Ｄ
はD

isfunction 
of CN

S

（
中
枢
神
経
の
障
害
）

意
識
不
明
、
手
足
の
麻
痺
な
ど

は
頭
の
中
の
ケ
ガ
を
示
唆
し
ま

す
。
重
傷
の
時
を
“
切
迫
す
る

Ｄ
”
と
呼
び
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
が
落
ち

着
き
次
第
早
め
に
頭
部
Ｃ
Ｔ
検

査
を
行
い
ま
す
。
Ｅ
Ｒ
で
頭

蓋
骨
に
穴
を
開
け
血
液
を
抜

く
手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
Ｅ
は
、Exposure & 

environm
ental control

服
の
下
の
ケ
ガ
を
見
つ
け
る
た

め
、
服
を
脱
が
せ
た
り
切
っ
た

り
し
ま
す
。
雪
山
遭
難
な
ど
で

体
温
が
下
が
る
と
死
に
至
る
不

整
脈
が
起
こ
る
の
で
、
保
温
加

温
を
同
時
に
行
い
ま
す
。
実
際

の
現
場
で
は
複
数
の
医
師
、
看

護
師
で
Ａ
～
Ｅ
を
同
時
進
行
で

診
て
い
き
ま
す
。
救
急
車
か
ら

降
ろ
さ
れ
た
患
者
さ
ま
を
Ｅ
Ｒ

の
診
察
台
に
運
び
な
が
ら
脈
を

確
認
し
つ
つ
声
を
か
け
、
名
前

が
は
っ
き
り
言
え
れ
ば
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
は
と
り
あ
え
ず
大
丈
夫
、
と

お
お
ざ
っ
ぱ
に
判
断
し
ま
す
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
を

確
認
し
て
初
め
て
全
身
の
詳
し

い
診
察
や
Ｅ
Ｒ
の
外
へ
移
動
し

て
検
査
を
行
え
ま
す
。
こ
れ
を

セ
カ
ン
ダ
リ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
と

呼
び
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
手
順

を
踏
む
の
は
、
た
と
え
ば
見
え

な
い
大
量
出
血
に
気
づ
か
ず
に

骨
折
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
に

行
く
と
、
そ
の
場
で
状
態
が
急

変
し
、
あ
た
ふ
た
す
る
う
ち
に

手
遅
れ
に
な
る
危
険
が
あ
る
か

ら
で
す
。
そ
う
し
た
不
幸
を
避

け
る
た
め
、
ま
ず
命
に
関
わ
る

ポ
イ
ン
ト
を
最
優
先
し
て
診
察

を
行
い
ま
す
。

森　

幸
太
郎

　

長
野
市
民
病
院　

救
急
科
医
師

　

専
門
は
救
急
科
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血
管
撮

影
と
は
、

足
の
付
け

根
や
、
手

首
、
肘
の

血
管
か
ら
、
カ
テ
ー
テ
ル
と
い

う
細
い
管
を
入
れ
て
い
き
、
造

影
剤
を
流
し
な
が
ら
、
目
的
の

血
管
の
走
行
や
臓
器
の
形
状
な

ど
を
エ
ッ
ク
ス
線
で
観
察
す
る

検
査
で
す
。
大
き
く
分
け
て
、

外
科
的
手
術
前
の
血
管
の
走
行

や
臓
器
の
様
子
を
観
察
す
る
だ

け
の
診
断
と
、
狭
く
な
っ
た
血

管
を
拡
げ
た
り
、
悪
い
腫
瘍
を

栄
養
す
る
血
管
を
塞
い
だ
り
す

る
治
療
（
Ｉ
Ｖ
Ｒ
）
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

　

今
回
は
血
管
撮
影
の
治
療
に

つ
い
て
、
部
位
別
に
頭
部
、
心

臓
、
腹
部
に
分
け
て
簡
単
に
説

明
し
ま
す
。

頭
部
：
頭
の
血
管
に
こ
ぶ
状
の

も
の
（
動
脈
瘤
）
が
で
き
て
い

る
場
合
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
動
脈

瘤
近
く
ま
で
進
め
て
い
き
、
金

属
の
コ
イ
ル
で
瘤
を
満
た
し
て

瘤
の
破
裂
を
防
ぐ
治
療
を
行
い

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
全

身
麻
酔
で
す
。（
図
１
脳
動
脈

瘤
、　

図
２
コ
イ
ル
塞
栓
治
療

後
）

　

頸
の
血
管
が
狭
く
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
金
属
の
筒
状
の
も

の
（
ス
テ
ン
ト
）
で
、
血
管
を

拡
げ
て
頭
の
中
に
行
く
血
液
の

流
れ
を
良
く
し
ま
す
。

心
臓
：
心
臓
の
血
管
が
狭
く
な

っ
て
い
た
り
、
つ
ま
っ
て
い
た

場
合
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
通
っ

て
細
い
風
船
状
の
バ
ル
ー
ン

で
、
血
管
を
拡
げ
た
り
、
血
管

を
つ
ま
ら
せ
て
い
る
血
栓
を
吸

引
し
て
流
れ
を
よ
く
す
る
治
療

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
風
船
状

の
バ
ル
ー
ン
で
膨
ら
ま
せ
て
も

血
管
が
拡
が
ら
な
い
時
は
、
ス

テ
ン
ト
を
留
置
し
血
管
を
拡
げ

ま
す
。
こ
の
場
合
の
ス
テ
ン
ト

は
頭
部
で
述
べ
た
も
の
と
は
異

な
り
ま
す
。
部
位
に
よ
り
使
用

さ
れ
る
ス
テ
ン
ト
は
様
々
で
異

な
り
ま
す
。

腹
部
：
肝
臓
の
腫
瘍
の
治
療
は
、

腫
瘍
を
栄
養
す
る
血
管
ま
で
カ

テ
ー
テ
ル
を
入
れ
、
直
接
抗
が

ん
剤
を
流
す
こ
と
で
腫
瘍
を
小

さ
く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
外
傷
で
臓
器
か
ら
の
出

血
が
あ
る
場
合
は
、
薬
や
、
金

属
の
コ
イ
ル
で
止
血
す
る
と
い

う
治
療
も
行
い
ま
す
。

　

各
部
位
と
も
共
通
で
す
が
、

血
管
撮
影
検
査
後
は
、
安
静
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
カ
テ
ー
テ

ル
を
入
れ
た
部
位
（
足
の
付
け

根
か
、
手
首
か
）
に
も
よ
り
ま

す
が
、
お
よ
そ
２
時
間
か
ら
８

時
間
の
ベ
ッ
ド
上
で
の
安
静
が

必
要
で
す
。
細
い
管
で
す
が
、

動
脈
か
ら
入
れ
て
い
る
の
で
、

そ
こ
か
ら
の
出
血
を
防
ぐ
為
で

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
簡
単
で
す
が
、
血

管
撮
影
検
査
の
一
部
の
治
療
法

を
紹
介
し
ま
し
た
。
他
に
も

様
々
な
検
査
、
治
療
が
あ
り
ま

す
が
、
医
師
、
看
護
師
を
は
じ

め
、
各
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ま

に
安
心
し
て
検
査
、
治
療
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。

血
管
撮
影
検
査

岡
部　

信
秀

　

長
野
市
民
病
院　

診
療
技
術
部　

診
療
放
射
線
科
主
任

　

診
療
放
射
線
技
師

図1　矢印　脳動脈瘤図２　コイル塞栓治療後
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【
健
康
食

品
と
は
】

　

最
近
、

テ
レ
ビ
や

雑
誌
な
ど

で
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
代
表
さ
れ

る
健
康
食
品
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

は
、
日
常
的
に
数
多
く
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
情
報

を
見
る
と
健
康
に
良
さ
そ
う

で
、
そ
の
食
品
を
摂
れ
ば
症
状

が
改
善
で
き
る
印
象
を
与
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
健
康
食
品
に
は
法
律

上
の
明
確
な
定
義
は
な
く
、
一

般
的
に
普
通
の
食
品
よ
り
も
健

康
に
良
い
と
し
て
、
今
日
ま
で

「
健
康
食
品
」
と
呼
称
し
て
販

売
し
て
き
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

食
品
と
は
、
私
た
ち
が
口
に

入
れ
る
も
の
で
あ
り
、
医
薬
品

以
外
全
て
の
も
の
に
な
り
ま

す
。
食
品
は
大
き
く
2
つ
に
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
1

健
康
食
品
の
適
正
な
使
用
の
考
え
方

小
林　

宏
正

　

長
野
市
民
病
院　

診
療
技
術
部　

臨
床
検
査
科
主
任

　

臨
床
検
査
技
師
、
健
康
食
品
管
理
士つ

目
は
国
が
機
能
表
示
を
認
め

て
い
る
も
の
で
「
保
健
機
能
食

品
」
と
言
い
ま
す
。
2
つ
目
は

機
能
表
示
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
食
品
で
「
い
わ
ゆ
る
一
般
食

品
」
で
す
。「
保
健
機
能
食
品
」

は
、
国
が
定
め
る
有
効
性
や
安

全
性
の
基
準
を
満
た
し
た
食
品

で
す
。
保
健
機
能
食
品
に
は
、

「
特
定
保
健
用
食
品
（
通
称
：

ト
ク
ホ
）」と「
栄
養
機
能
食
品
」

が
あ
り
ま
す
。
特
定
保
健
用
食

品
は
、
国
に
よ
る
審
査
を
経
た

食
品
で
、
信
頼
の
お
け
る
客
観

的
評
価
に
よ
っ
て
有
効
性
や
安

全
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
食
品

と
言
え
ま
す
。
栄
養
機
能
食
品

は
、
国
へ
の
届
出
や
審
査
は
不

要
で
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
12
種
と

ミ
ネ
ラ
ル
5
種
に
つ
い
て
、
決

め
ら
れ
た
基
準
を
満
た
し
て
い

れ
ば
、
栄
養
機
能
の
表
示
を
付

け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
保
健
機
能
食
品
以
外
は
、

機
能
表
示
が
認
め
ら
れ
な
い
い

わ
ゆ
る
一
般
食
品
で
す
。

　

で
は
健
康
食
品
は
、
ど
こ
に

分
類
さ
れ
る
の
か
と
い
う
と
、

ど
こ
に
も
分
類
は
さ
れ
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
食
品
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
と
言
え
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
健
康
食
品
は
、
私

た
ち
が
普
段
か
ら
摂
取
し
て
い

る
食
品
の
一
種
に
過
ぎ
な
い
こ

と
を
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

【
普
段
の
食
生
活
が
大
事
】

　

健
康
食
品
と
は
、
あ
く
ま
で

足
り
な
い
栄
養
素
を
補
う
も
の

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
○
○

健
康
食
品
を
摂
取
し
て
い
る
か

ら
大
丈
夫
！
」
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
食
品
に

頼
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
普
段

の
食
生
活
を
見
直
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
自
分
に
足
り
な
い
栄

養
素
を
把
握
せ
ず
に
、
普
段
か

ら
愛
用
し
て
い
る
健
康
食
品
の

摂
取
を
続
け
る
と
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
が
偏
っ
た
り
、
過
剰
な

摂
取
に
よ
り
身
体
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
も
で
て
き
ま

す
。
国
民
の
健
康
管
理
を
行
っ

て
い
る
厚
生
労
働
省
で
は
、「
日

本
人
の
食
事
摂
取
基
準
」
に
お

い
て
日
本
人
の
一
日
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
や
栄
養
素
の
摂

取
量
基
準
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
基
準
を
参
考
に
し
て

自
身
の
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
し
か

し
、
ど
ん
な
食
品
に
ど
れ
だ
け

の
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
を
理
解
す
る
の
は
、
と
て
も

難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を

利
用
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

食
事
の
望
ま
し
い
組
み
合
わ
せ

と
お
お
よ
そ
の
量
を
イ
ラ
ス
ト

で
わ
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
お

り
、
日
常
の
食
事
を
見
直
す
良

い
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
健
康
食
品
の
上
手
な
使
い

方
は
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
食
生
活
や
生
活
習

慣
が
改
善
の
方
向
へ
動
き
出
す

よ
う
な
使
い
方
で
す
。
安
全
で

安
心
な
食
品
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
栄
養
摂
取
を
す
る
こ
と
を

日
頃
か
ら
心
が
け
、
健
康
食
品

に
頼
ら
な
い
生
活
習
慣
を
送
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
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「
自
助

具（
じ
じ

ょ
ぐ
）」と

い
う
言
葉

を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
自
助
具
は
福
祉

用
具
の
一
つ
で
、
怪
我
や
病
気

等
で
日
常
生
活
の
動
作
が
上
手

く
で
き
な
い
場
合
に
、
そ
の
動

作
が
行
い
や
す
い
よ
う
工
夫
さ

れ
た
道
具
の
こ
と
で
す
。
私
た

ち
療
法
士
は
、
市
販
さ
れ
て
い

る
自
助
具
を
選
定
・
改
良
し
た

り
、
自
作
し
た
り
し
ま
す
。
今

回
は
そ
の
中
か
ら
、
握
る
力
が

弱
く
な
っ
た
、
一
方
の
手
が
使

い
に
く
い
、
手
の
細
か
い
動
き

が
苦
手
な
場
合
に
使
用
で
き
る

自
助
具
を
幾
つ
か
ご
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

①
太
柄
ス
プ
ー
ン

　

お
食
事
の
際
に
、
お
箸
が
使

え
な
く
な
る
と
多
く
の
方
が
ス

自
助
具
の
ご
紹
介

　

―
自
立
し
た
生
活
を
送
る
手
助
け
―

プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
を
使
用
し

ま
す
。
握
る
力
が
弱
く
手
か
ら

落
ち
て
し
ま
う
場
合
に
は
、
柄

を
太
く
す
る
ス
ポ
ン
ジ
や
シ
リ

コ
ン
性
グ
リ
ッ

プ
を
使
用
す
る

と
握
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

②
介
助
箸

　

ス
プ
ー
ン

や
フ
ォ
ー
ク

で
食
事
が
で

き
て
も
、
今

や
世
界
無
形
文
化
遺
産
と
も
な

っ
た
「
和
食
」
は
お
箸
で
食
べ

た
方
が
美
味
し
い
と
い
う
方
に

は
、介
助
箸
を
お
勧
め
し
ま
す
。

箸
先
が
交
差
せ
ず
、
め
ん
類
や

豆
類
も
掴
み
や
す
い
工
夫
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

③
ボ
タ
ン
エ
イ
ド

　

着
替
え
る
際
に
、
Ｙ
シ
ャ
ツ

や
ブ
ラ
ウ
ス
、
ズ
ボ
ン
等
の
ボ

タ
ン
が
留
め
に
く
い
場
合
に
使

涌
田　

み
ち
る

　

長
野
市
民
病
院　

診
療
技
術
部　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　

作
業
療
法
士

⑥
ル
ー
プ
付
き
タ
オ
ル

　

手
の
届
き
に
く

い
背
中
を
洗
い
や

す
く
す
る
場
合
に

使
用
し
ま
す
。
ご

家
庭
で
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

作
り
方
：
洗
体
タ
オ
ル
を
2
枚

用
意
し
縫
い
合
わ
せ
ま
す
。
両

端
と
も
20
㎝
ほ
ど
折
り
返
し
て

縫
い
、
輪
を
作
り
ま
す
。
使
用

す
る
と
き
は
、
両
方
の
輪
に
手

を
く
ぐ
ら
せ
て
体
を
洗
い
ま

す
。

　

同
じ
自
助
具
で
も
、
個
々
の

身
体
機
能
や
習
慣
、
癖
、
使
う

場
所
や
頻
度
な
ど
、
様
々
な
要

素
に
よ
っ
て
使
用
効
率
や
使
用

感
に
違
い
が
で
ま
す
の
で
、
個

別
性
が
非
常
に
高
い
と
感
じ
ま

す
。
誰
か
に
手
伝
っ
て
も
ら
え

て
も
、
自
分
で
し
た
い
と
思
う

の
が
身
の
回
り
の
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
時
に
自
助
具
を
試
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
こ
と

は
最
大
の
喜
び
で
す
。

用
し
ま
す
。
使
い
方
は
、
ボ
タ

ン
エ
イ
ド
の
先
端
を
ボ
タ
ン
穴

か
ら
差
し
込
み
ボ
タ
ン
に
引
っ

か
け
ま
す
。
そ
の

ま
ま
ボ
タ
ン
エ
イ

ド
を
引
き
抜
く
と

ボ
タ
ン
が
留
め
ら

れ
ま
す
。

④
片
手
で
切
れ
る
ペ
ー
パ
ー
ホ

ル
ダ
ー

　

排
泄
後
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
を
切
り
取
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
に
使
用
し
ま
す
。
そ
の
都

度
介
助
者
を
呼
ば
な
く
て
も
済

み
、
既
存
の
物
と

の
交
換
設
置
に
よ

り
場
所
を
選
び
ま

せ
ん
。

⑤
台
付
き
爪
切
り

　

身
だ
し
な
み
の
１
つ
で
あ
る

爪
切
り
が
難
し
い
場
合
に
使
用

し
ま
す
。
市
販
し

て
い
ま
す
が
、
ご

家
庭
で
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

作
り
方
：
2
㎝
程
の
厚
さ
の
板

を
爪
切
り
の
横
幅
の
大
き
さ
に

加
工
し
、
刃
先
を
台
か
ら
は
み

出
し
て
ネ
ジ
等
で
固
定
し
ま

す
。
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山
田　

明
子

　

長
野
市
民
病
院　

診
療
技
術
部　

栄
養
科

　

管
理
栄
養
士　

サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
と

は
「
筋
肉

の
減
少
」

を
指
し
た

造
語
で
、
筋
肉
量
の
減
少
と
、

筋
力
、
身
体
機
能
が
低
下
し
た

状
態
で
す
。
原
因
は
主
に
、
加

齢
や
病
気
、
栄
養
不
足
、
運
動

不
足
で
す
が
、
原
因
は
１
つ
で

は
な
く
複
数
認
め
る
事
が
多
く

あ
り
ま
す
。
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の

予
防
と
し
て
運
動
す
る
事
は
間

違
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
栄
養
不

足
の
状
態
で
運
動
を
行
っ
て
も

筋
肉
を
つ
け
る
事
は
で
き
ず
、

か
え
っ
て
筋
肉
を
減
ら
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
栄
養

不
足
の
改
善
が
必
要
で
あ
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
大
切

で
す
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

食
べ
れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な

い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今

回
は
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
予
防
す

る
為
の
栄
養
摂
取
方
法
を
理
解

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

バ
ラ
ン
ス
良
く
食
事
を
食

べ
る
た
め
に
は
、
主
食
、
主

菜
、
副
菜
を
組
み
合
わ
せ
る
事

で
す
。
主
食
と
は
、
ご
飯
や
パ

ン
、
麺
類
な
ど
で
、
炭
水
化
物

を
含
み
、
主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
源
と
な
り
ま
す
。
主
菜
と

は
、
肉
や
魚
、
卵
、
大
豆
製
品

な
ど
を
使
っ
た
料
理
で
、
主
と

し
て
た
ん
ぱ
く
質
を
含
み
血
液

や
筋
肉
な
ど
身
体
を
作
る
栄
養

と
な
り
ま
す
。
副
菜
と
は
、
野

菜
、
き
の
こ
類
、
海
藻
類
を
使

っ
た
料
理
で
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
な
ど
を
含

み
身
体
の
調
子
を
整
え
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。
主
食
、
主
菜
、

副
菜
と
い
っ
た
栄
養
面
の
異
な

る
料
理
を
組
み
合
わ
せ
る
事

で
、
様
々
な
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
予
防
と
栄
養

よ
く
摂
取
で
き
ま
す
。
ま
た
、

食
品
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
で
な

く
、
調
理
方
法
も
大
切
で
す
。

炒
め
物
や
揚
げ
物
に
偏
る
と
脂

質
が
多
く
な
り
、
カ
ロ
リ
ー
が

高
く
な
る
た
め
、
焼
き
物
や
煮

物
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
調
理

方
法
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
他
、
果
物
や
乳

製
品
は
主
食
、
主
菜
、
副
菜
の

み
で
は
不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
ミ

ン
や
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
を
含
む
た
め
、
１
日
１

回
程
度
摂
取
す
る
と
良
い
で
し

ょ
う
。

　

し
か
し
、
加
齢
や
病
気
な
ど

の
理
由
で
食
欲
が
低
下
し
、
十

分
に
栄
養
が
摂
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合

に
摂
取
し
や
す
い
の
が
、
牛
乳

や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
等
の

乳
製
品
で
す
。
乳
製
品
の
た
ん

ぱ
く
質
に
は
、
筋
肉
の
合
成
を

促
す
働
き
が
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ａ

（
分
岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸
）
と
呼
ば

れ
る
栄
養
素
も
含
ま
れ
ま
す
。

栄
養
が
不
足
し
て
い
る
方
は
、

食
事
や
お
や
つ
に
乳
製
品
を
摂

取
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
運
動
後
の
た
ん

ぱ
く
質
摂
取
は
筋
肉
の
合
成
を

促
し
ま
す
。
運
動
後
に
、
乳
製

品
を
摂
取
す
る
こ
と
も
効
果
的

で
す
。

　

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
転
倒
や
骨

折
の
原
因
に
な
り
、
高
齢
に
な

る
と
寝
た
き
り
に
な
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。
偏
っ
た
食

事
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
も
栄
養
不
足

と
な
り
、
若
い
人
で
も
筋
肉
量

や
筋
力
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
い

ま
す
。
適
度
な
運
動
と
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
で
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
を
予
防
し
て
、
元
気
で
楽
し

い
生
活
を
送
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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肺
炎
球

菌
は
、
主

に
気
道
の

分
泌
物
に

含
ま
れ
、

唾
液
な
ど
を
通
じ
て
飛
沫
感
染

す
る
細
菌
で
す
。
飛
沫
感
染
と

は
、
咳
・
く
し
ゃ
み
・
会
話
な

ど
に
よ
っ
て
空
気
中
に
飛
び
散

っ
た
病
原
体
を
吸
入
す
る
こ
と

に
よ
り
感
染
す
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
体
調
を
く
ず
す
な
ど
何

ら
か
の
原
因
で
免
疫
力
が
低
下

し
て
い
た
り
す
る
と
、
肺
炎
球

菌
に
よ
っ
て
、
気
管
支
炎
や
肺

炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重
い
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
免
疫
力
は
、
加
齢
と
と

も
に
低
下
し
て
く
る
の
で
、
65

歳
以
上
の
方
も
見
た
目
は
元
気

な
よ
う
で
い
て
も
感
染
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。
日
本
人
の
死

亡
原
因
の
第
３
位
は
肺
炎
で
、

亡
く
な
る
方
の
約
95
％
が
65
歳

以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
成
人

の
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
原
因
菌

の
中
で
、
最
も
多
い
の
が
肺
炎

球
菌
で
約
30
％
を
占
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け

て
、
平
成
26
年
10
月
1
日
か
ら

高
齢
者
の
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
、
予
防

接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種
に

加
わ
り
ま
し
た
。
定
期
接
種
と

は
、
自
治
体
（
市
区
町
村
）
が

実
施
す
る
予
防
接
種
で
、
ワ
ク

チ
ン
の
種
類
、
対
象
者
、
期
間

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

費
用
に
つ
い
て
は
、
定
期
接
種

と
し
て
の
公
費
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
但
し
、
助
成
の
内
容

は
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

　

ワ
ク
チ
ン
と
は
、
病
原
体
の

毒
性
を
弱
め
た
り
、
無
毒
化
し

た
も
の
で
、
こ
れ
を
接
種
す
る

と
実
際
に
は
病
気
に
か
か
ら
な

く
て
も
、
そ
の
病
気
へ
の
「
免

疫
」
が
で
き
、
病
原
体
が
体
内

に
侵
入
し
て
も
発
症
を
予
防
し

た
り
、
症
状
を
軽
く
す
ま
せ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高

齢
者
の
定
期
接
種
に
用
い
ら
れ

る
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

に
は
、
約
90
種
類
に
分
類
さ
れ

る
肺
炎
球
菌
の
う
ち
、
病
気
を

引
き
起
こ
し
や
す
い
23
種
類
の

菌
の
成
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
菌
に
対
し
「
免
疫
」

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
肺
炎
等
の
感
染
症

の
発
病
、
重
症
化
や
合
併
症
に

対
す
る
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
こ
の
23
種
類
で
、
肺
炎

全
て
を
予
防
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
肺
炎
球
菌
が

原
因
で
起
こ
る
肺
炎
等
の
感
染

症
の
約
７
割
に
効
果
を
発
揮
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
、
約
3
週
間
で
「
免

疫
」
が
で
き
、
個
人
差
は
あ
り

ま
す
が
、
約
5
年
程
度
効
果
が

期
待
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

高
度
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た

日
本
で
は
、
肺
炎
予
防
の
重
要

性
が
増
し
て
い
ま
す
。
肺
炎
を

防
ぐ
に
は
、
毎
日
で
き
る
予
防

の
一
環
と
し
て
、
う
が
い
・
手

洗
い
・
マ
ス
ク
の
着
用
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
持

病
の
治
療
に
努
め
た
り
、
禁
煙

を
し
た
り
、
か
ら
だ
の
抵
抗
力

（
免
疫
力
）
を
高
め
た
り
す
る

よ
う
な
こ
と
も
有
効
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
誤
嚥
を

防
ぐ
た
め
に
慌
て
て
食
べ
物
を

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
な
い
こ

と
や
、
歯
磨
き
な
ど
で
口
の
中

を
常
に
清
潔
に
保
つ
こ
と
な
ど

も
大
切
で
す
。
規
則
正
し
い
生

活
を
心
が
け
な
が
ら
、
医
療
機

関
で
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
な
ど
の
予
防
対
策
が
重

要
で
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
と
予
防
に
つ
い
て

丸
山　

晴
生

　

長
野
市
民
病
院　

薬
剤
部
科
長
補
佐

　

感
染
制
御
認
定
薬
剤
師
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乳
房
は

母
乳
を
つ

く
る
乳
腺

と
、
乳
汁

を
運
ぶ
乳

管
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
脂
肪
な

ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
乳
腺
は
小
葉
に
分
か

れ
、
小
葉
は
乳
管
と
い
う
管

状
の
構
造
で
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
乳
が
ん
の
約
90
％
が
乳
管

か
ら
発
生
し
、
残
り
の
約
5
～

10
％
が
小
葉
か
ら
発
生
し
ま

す
。
乳
が
ん
の
発
生
に
は
、
女

性
ホ
ル
モ
ン（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）

が
関
与
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
・

授
乳
中
に
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
分

泌
が
抑
え
ら
れ
ま
す
が
、
多
産

で
あ
っ
た
昔
の
女
性
に
比
べ

て
、
現
代
女
性
は
出
産
回
数
も

少
な
く
、
初
潮
の
年
齢
が
早
ま

っ
て
い
る
た
め
月
経
回
数
が
多

く
な
り
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
生

涯
の
分
泌
量
が
増
え
る
傾
向
に

『
乳
が
ん
』を
他
人
事
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

加
藤　

純
子

　

長
野
市
民
病
院　

看
護
部　

第
2
外
来
看
護
師

　

乳
が
ん
看
護
認
定
看
護
師

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
経
口
避
妊

薬
の
使
用
や
閉
経
後
の
ホ
ル
モ

ン
補
充
療
法
に
よ
っ
て
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

生
活
習
慣
で
は
、
飲
酒
習
慣
や

喫
煙
に
よ
り
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
女
性
の
12
人
に
1
人
が

乳
が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
、

年
間
約
６
万
人
が
乳
が
ん
と
診

断
さ
れ
て
い
ま
す
。
罹
患
者
数

の
急
増
だ
け
で
な
く
、
死
亡
数

も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
乳

が
ん
は
早
い
段
階
で
見
つ
か
れ

ば
命
が
助
か
る
が
ん
の
ひ
と
つ

で
す
。
し
か
し
、
初
期
に
は
痛

み
や
体
調
の
悪
化
な
ど
の
症
状

が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
定
期

的
な
検
診
が
重
要
で
す
。
長
野

県
に
お
け
る
乳
が
ん
検
診
の
受

診
率
は
、
25
・
9
％（
平
成
22
年

国
民
生
活
基
礎
調
査
）と
全
国

の
値
を
上
回
り
ま
す
が
、
国
の

目
標
の
50
％
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
死
亡
率
減
少
の
た

め
に
は
受
診
率
70
％
以
上
が
理

想
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
だ
ま

だ
程
遠
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

乳
が
ん
は
自
分
で
発
見
で
き
る

数
少
な
い
が
ん
の
ひ
と
つ
で
も

あ
り
ま
す
。
乳
が
ん
は
胃
が
ん

な
ど
の
内
臓
に
で
き
る
が
ん
と

違
っ
て
体
の
表
面
に
で
き
る
の

で
、
自
己
検
診
が
有
効
で
す
。

毎
月
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
の
で
、
生
理
終
了
後
１

週
間
目
、
閉
経
後
の
人
は
一
定

の
日
を
決
め
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
「
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
の

が
怖
い
」と
の
声
を
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
乳
が
ん
検
診
で

異
常
を
指
摘
さ
れ
た
人
す
べ
て

が
、
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
約
5
～
10

％
が
精
密
検
査
と
な
り
、
乳

が
ん
と
診
断
さ
れ
る
の
は
0
・

2
～
0
・
3
％
程
度
で
す
。
乳

が
ん
が『
見
つ
か
る
こ
と
』が
怖

い
こ
と
で
は
な
く
、『
知
ら
な
い

ま
ま
』で
い
る
こ
と
の
方
が
怖

い
こ
と
な
の
で
す
。
乳
が
ん
に

か
か
り
や
す
い
年
齢
は
40
歳
か

ら
60
歳
ぐ
ら
い
で
す
。
こ
の
年

代
は
、
仕
事
や
家
事
・
育
児
・
介

護
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が
あ

り
、忙
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
が
ん
家
系
じ
ゃ
な
い
か
ら
」

「
自
分
は
大
丈
夫
」と
健
康
に
自

信
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
乳
が
ん
に
な
っ
た
と

き
辛
い
思
い
を
す
る
の
は
自
分

だ
け
で
な
く
、
家
族
や
友
人
な

ど
ま
わ
り
の
人
も
悲
し
い
思
い

を
し
ま
す
。
自
分
自
身
の
身
体

と
生
活
を
守
る
た
め
、
ま
わ
り

の
人
た
ち
を
悲
し
ま
せ
な
い
た

め
に
も
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
も
し
も
、
乳
が
ん
と

診
断
さ
れ
て
も
早
期
に
発
見
す

れ
ば
、
自
分
の
希
望
す
る
手
術

法
や
治
療
法
を
医
師
と
相
談
し

て
選
択
で
き
る
可
能
性
も
高

く
、
経
済
的
に
も
時
間
的
に
も

負
担
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

ま
た
、
現
時
点
で
何
ら
か
の
症

状
が
あ
る
人
も『
も
う
受
診
す

る
に
は
遅
い
』と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
掛
か
り
つ
け
医

に
相
談
・
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
、
不
安
で
受
診
で
き
な

い
場
合
は
家
族
・
友
人
に
相
談

す
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。
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今
か
ら

10
年
後
の

２
０
２
５

年
は
、
一

体
ど
ん
な

世
の
中
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

熱
狂
も
す
で
に
冷
め
（
？
）、

第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代

（
１
９
４
７
～
49
年
生
ま
れ
）

は
、
す
べ
て
後
期
高
齢
者
（
75

歳
以
上
）
に
達
し
ま
す
（
い
わ

ゆ
る
「
２
０
２
５
年
問
題
」）。

こ
の
頃
の
地
域
医
療
の
中
心

は
、
在
宅
医
療
を
担
う
か
か
り

つ
け
医
（
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
）

で
し
ょ
う
。
病
院
は
在
宅
医
療

の
か
か
り
つ
け
医
と
の
役
割
分

担
、
連
携
が
必
須
で
す
。

　

過
去
を
遡
っ
て
み
る
と
、
今

か
ら
11
年
前
の
２
０
０
４
年
に

当
院
は
地
域
医
療
連
携
室
を
設

置
、
そ
の
４
年
後
の
２
０
０
８

年
に
は
、
初
診
患
者
さ
ま
に
対

す
る
「
紹
介
・
予
約
制
」
を
導

入
い
た
し
ま
し
た
（
一
部
の
診

療
科
と
24
時
間
３
６
５
日
対
応

す
る
救
急
セ
ン
タ
ー
は
除
き
ま

す
）。
こ
の
頃
か
ら
当
院
は
地

域
の
か
か
り
つ
け
医
等
と
の
適

切
な
役
割
分
担
、
連
携
を
は
か

り
、
高
度
専
門
的
医
療
へ
の
注

力
に
方
針
転
換
を
図
り
ま
し

た
。
初
診
患
者
さ
ま
に
対
す
る

「
紹
介
・
予
約
制
」
を
導
入
し

て
か
ら
７
年
が
経
ち
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
も
よ
う
や
く
制
度
が

浸
透
し
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り

ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
当
院
の

受
診
方
法
を
ご
説
明
い
た
し
ま

す
と
次
の
と
お
り
（
３
ス
テ
ッ

プ
）
で
す
。

①
患
者
さ
ま
（
※
「
診
察
券
」

を
お
持
ち
の
方
で
あ
っ
て
も
、

主
治
医
か
ら
次
回
予
約
の
指
示

が
な
か
っ
た
方
は
含
ま
れ
ま

す
）
は
、
救
急
セ
ン
タ
ー
に
受

診
す
る
場
合
を
除
い
て
、
原
則

と
し
て
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医

を
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
か
か
り
つ
け
医
で
高
度
専
門

的
な
医
療
が
必
要
と
診
断
し
た

場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
が
紹

介
状
を
用
意
し
、
当
院
（
地
域

医
療
連
携
室
紹
介
セ
ン
タ
ー
）

へ
事
前
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
す
る
等
し

て
、
予
約
手
続
の
仲
介
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

③
患
者
さ
ま
は
、
か
か
り
つ
け

医
か
ら
受
け
取
ら
れ
た
「
紹
介

状
の
原
本
」（
及
び
「
保
険
証
」

「
診
察
券
」「
お
薬
手
帳
」）
を

携
え
て
、
当
院
指
定
の
予
約
日

時
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
す
。

…
10
年
後
の
２
０
２
５
年
に

は
、
こ
の
や
や
こ
し
い
予
約
方

法
も
よ
り
進
化
を
遂
げ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
も
ハ

ー
ド
（H

ard)

が
い
く
ら
整
っ

て
も
、
我
々
ス
タ
ッ
フ
に
ハ
ー

ト
（H

eart)
が
備
わ
っ
て
い

な
け
れ
ば
、地
域
の
医
療
連
携
、

ひ
い
て
は
患
者
さ
ま
の
ご
快
癒

は
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
と
肝

に
銘
じ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
患

者
さ
ま
も
ど
う
か
、
か
か
り
つ

け
医
を
も
っ
て
そ
の
先
生
と
の

間
で
良
い
信
頼
関
係
を
築
い
て

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

当
院
の
地
域
医
療
連
携
室

は
、前
述
の
「
紹
介
セ
ン
タ
ー
」

機
能
を
中
心
に
設
置
い
た
し
ま

し
た
が
、現
在
で
は
さ
ら
に「
入

退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
「
患

者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
２

つ
の
機
能
も
有
し
て
い
ま
す
。

前
者
は
、
介
護
福
祉
諸
施
設
と

の
豊
富
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も

と
、入
院
患
者
さ
ま
が
計
画
的
・

早
期
に
退
院
で
き
る
よ
う
に
患

者
さ
ま
と
ご
家
族
を
支
援
し
、

ま
た
後
者
は
、
随
時
相
談
員
が

患
者
さ
ま
の
様
々
な
お
悩
み
・

ご
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。
地

域
医
療
連
携
室
は
、
当
院
の
正

面
玄
関
か
ら
一
番
近
い
と
こ
ろ

（
入
っ
て
左
手
）
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
訪

ね
く
だ
さ
い
。

　

当
室
は
、
患
者
さ
ま
の
ご
快

癒
と
健
や
か
な
生
活
を
、現
在
・

過
去
・
未
来
に
わ
た
っ
て
心
か

ら
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
、
現
在
・
過
去
・
未
来
。

　
　
（
２
０
０
４
～
２
０
２
５
年
）

北
原　

啓
祐

　

長
野
市
民
病
院　

地
域
医
療
連
携
室　

副
室
長



あ
と
が
き

　

長
野
市
民
病
院
は
平
成
27
年
６
月
で
開
院
20
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

人
間
に
例
え
る
な
ら
成
人
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
６
科
１
５

０
床
で
生
ま
れ
た
市
民
病
院
は
、
現
在
で
は
30
科
４
０
０
床
と
大

き
く
成
長
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
を
思
い
起
こ
す
と
隔
世
の
感
が

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
健
康
読
本
は
、
１
号
を
10
周
年
（
２
０
０
５
年
）
記
念
と

し
て
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、皆
さ
ま
か
ら
は
「
平

易
な
文
章
で
医
療
の
知
識
が
得
ら
れ
る
」
と
毎
号
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

長
野
市
民
病
院
は
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
、
皆
さ
ま
の
健
康

増
進
の
た
め
の
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

副
院
長 

兼 

診
療
部
長　
　

平
井　

一
也
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